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私
は
戦
争
で
父
親
を
亡
く
し
て

い
ま
す
。
戦
争
の
非
情
さ
理
不
尽

さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た

一
人

と
し
て
、
戦
争
を
決
し
て
許
さ
ず
、

ま
も

現
在
の
日
本
国
憲
法
を
護
る
立
場

で
、
世
界
の
恒
久
乎
和
の
た
め
に

働
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
政
治
の
基
本
は
、
社

ま

会
的
弱
者
の
こ
と
を
先
ず
考
え
る

こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
弱
い

立
場
の
人
の
視
点
に
立
っ
た
、
福

祉
充
実
の
政
治
で
あ
り
た
い
し
、

弱
者
に
対
し
て
は
、
出
来
る
だ
け

前
市
政
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ

け
批
判
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
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1

原
点

市
長
に
就
任
し
、
初
め
て
迎
え

る
定
例
市
議
会
本
会
議
に
当
た

り
、
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
、

議
員
各
位
と
市
民
の
皆
様
に
、
今

後
の
市
政
運
営
へ
の
こ
理
解
を
お

願
い
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

7月16日～ 8月31日
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6

月

9
日
に
開
会
さ
れ
た

i

一
平
成
9
年
第
2
回
市
議
会
定
-

こ
例
会
の
冒
頭
に
お
い
て
、
市

-

~
長
か
ら
所
信
表
明
が
行
わ
れ


i

ま
し
た
。
広
報
今
号
で
は
、
一

ー
そ
の
全
文
を
紹
介
し
ま
す
。

i

L

9

9

9

9

9

9

9

,
 

2
 
最
近
の
国
政

こ
れ
か
ら
21
世
紀
初
頭
に
か
け

て
は
、
日
本
に
と
っ
て
、
真
の
変

革
期
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

明
治
維
新
以
来
続
い
て
き
た
中
央

集
権
的
な
政
治
シ
ス
テ
ム
が
、
行

き
詰
ま
り
を
見
せ
て
い
る
か
ら
で

あ
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
本
格
的
な
自
治
の
時

代
が
来
る
、
市
民
王
体
の
政
治
・

真
の
民
主
主
義
が
求
め
ら
れ
る
時

代
が
目
の
前
に
来
て
い
る
、
そ
ん

な
予
感
が
し
て
い
ま
す
。
国
の
政

治
を
変
え
る
の
は
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
日
野
市
く
ら
い
の
規

模
の
自
治
体
な
ら
ば
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
立
ち
上
が
れ
ば
変
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
力
で
自
治
の
あ
り
よ

う
を
変
え
、
ひ
い
て
は
日
本
の
政

治
を
変
え
て
行
き
た
い
、
そ
ん
な

思
い
を
抱
い
て
い
ま
す
。

前
市
政
と
の
連
続
性

市
民
プ
ー
ル
が
、

7
月
1
6
日
困

か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
夏
の
健

康
づ
く
り
に
、
ぜ
ひ
、
お
出
掛
け

く
だ
さ
い
。

▽
開
設
期
間
1
1
7
月
1
6
日
困

S
8

月
31
日
同

▽
不
在
者
投
票
期
限
1
1
7
月
5
日
出

□
尉
炉
"
[
一

▽

時

間
1
1
午
前
8
時

3
0
分
ー
午
後

5
時
一
局

へ
お
問
い
合
わ

▽
場
所
1
1
市
役
所

5
階

502
会

議

室

せ

く
だ
さ
い
。

▽
持
参
す
る
も
の
1
1
印
鑑
、
投
票
所
入
場
券

個
別
的
に
対
応
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

く所信表

日野市長

馬場弘融

明＞

淑
ラ
ど
テ
ゴ
ア
讀
神
に

暉
纏
に
や
魯
し
い
窟

編

を

恙

っ

た

参
躙
』
の
官
蹴

事
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
私
は
決
し
て
焦
る
こ
と

な
く
着
実
に
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

3
つ
の
基
本

駒
形
の
渡
し
舟

市
民
プ
ー
ル
の
開
設
期
間
中
、

プ
ー
ル
南
側
の
浅
川
両
岸
を
結
ぶ

「
駒
形
の
渡
し
舟
」
を
運
航
し
ま

す
。
プ
ー
ル
を
利
用
し
な
い
方
で

も
乗
船
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

気
軽
に
夏
の
風
情
を
味
わ
っ
て
み

請
鍔
戸
〗
一
緒
に
遊
ぼ
う

病
弱
児
体
験
合
宿
『
わ
ん
ぱ
く
村
』
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市
立
総
合
病
院
内
に
は
「
さ
や

か
学
級
」

と
い
う
、
病
気
や
け
が

で
学
校
に
通
学
で
き
な
い
児
童
の

た
め
の
教
室
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す。
病
弱
児
体
験
合
宿
「
わ
ん
ば
く

村
」
は
、
病
気
等
に
よ
り
、
移
動

教
室
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
り
多

く
の
友
達
と
遊
ぶ
機
会
の
少
な
い

児
童
と
、
そ
う
で
な
い
子
が
大
自

然
の
中
で
一
緒
に
遊
び
、
心
の
ふ

れ
合
い
や
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の

出
会
い
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と

4
 

企
画
さ
れ
ま
し
た
。

合
宿
に
は
、
さ
や
か
学
級
の
教

師
の
ほ
か
、
医
師
、
看
護
婦
、
大
学

生
等
が
参
加
し
、
安
全
に
は
万
全

を
期
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
友
達

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
程
1
1
8
月
2
2
日
⑱

S24
日
回

▽
場
所
1
1
八
ヶ
岳
高
原
大
成
荘

▽
対
象
11
小
、
中
学
生

▽
費
用
1
1
2
万
円

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
1
1
さ
や
か

学
級

(6
8
6
.
9
6
0
0
)

1 日ゆ •8 日 （刈 ・ 1 5 日戊・ 22 日 （火I

午前 10時一午後 4時

4日（金）・18日（金）

午後 1時30分 ー 4時

4 日 （~ ・ 18日（針

午前10時 ～午後 2時

10日休）・24日沐

午後 1時30分 ～ 4時

市役所 19皆
市民相談室

14日（月）

午後 1時 ～ 4時

11日（金

午後 1時30分～4時

市民相談担当
合 85-2000

※受け付けは
午 前 8時30分
から

※法律相談の
22日（火）分は 18
日（針から予約
受け付け

3日沐

午後 1時30分～4時

23日困

午前 10時～午後 4時

毎週月 曜～金曜日
午前 8時3的｝ ～

午後 5時

7月の市罠帽麟
お気軽にご相談ください

3日休

午前 9時30分 ～正午

10日困
午前 9時30分～正午

16日困

午前 9時30分 一正午

おおくぼ
保育園

同保育園
てB6-1172

あさひがおか
児童館

市役所 2階
社会福祉諜

教職員研究
室内
教育相談室

同児童館
ff86-1184 

教育相談室
合 92-0505

毎週木曜日
午後 1時～ 4時

市役所 2階
社会福社課

II日（命・ 25日（命
午前 9時30分～ II時

中央
福祉センター

生活・
保健センター

18日（金） 、

午後 1時30分～3時

16日(71<)
午後 1時 ～ 4時

社会播祉
協議会
ft82-2319 

旭が丘
地区センター

健康課
云 81-4111

生活・ 消費生活相談
保健センター室口81-3556

勤労・
青年会館

産薬振興課
合内線203

2日l,l<l・9日困・16日困・23日伏
午前9時 IS分 --午後
3時（ff87-8177)

女性センター
女性センター
ff84-2733 

広報ひのは、古紙を利用した再生紙を使用しています
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シ
ル
バ
ー
ピ
ア
（
高
齢
者
集
合

住
宅
）
の
空
き
家
入
居
者
を
、
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
住
宅
1
1
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
あ

さ
ひ
が
お
か
1
階
（
旭
が
丘
6
の

8
の
11
。
2
人
世
帯
用
）

▽
申
込
資
格
1
1
7
月
10
日
困
現

ひ
の
市
民
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ

プ
「
回
転
市
場
」
は
、
『
生
活
の
見

直
し
j

『
こ
み
を
出
さ
な
い
暮
ら

し
j

を
目
指
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
提
供
さ
れ
た
品
物
を
再
提
供

し
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ョ
ッ
プ
も
、
こ
と
し
で

5
年
目
。
そ
こ
で
次
の
と
お
り
記

念
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
1
1
7
月
5
日
国
午
前
11
時

S
午
後
2
時

▽
会
場
1
1
同
シ
ョ
ッ
プ
「
回
転
市

場
」
（
多
摩
平
中
央
商
店
街
内
）

3

歳
•
4

歳
•
5

歳
児
(
4月
※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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在
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯

(65
歳

▽

申

込

み

1
1
7
月
10
日
困
ま
で
に
▽
募
集
住
宅
1
1
①
平
山
住
宅
（
京

以
上
を
含
む
60
歳
以
上
の
2
人
世
本
人
が
印
鑑
を
持
参
し
て
市
役
所
王
線
平
山
城
址
公
園
駅
徒
歩
10

帯
）
の
方
で
、
次
の
す
べ
て
に
該

2
階
老
人
福
祉
課

(
6
内
線
236)
へ

分

）

…

2
k
.
4
戸
②
コ
ー
シ
ャ

当
す
る
方
①
市
内
に
引
き
続
き
3

ハ
イ
ム
日
野
神
明

(
J
R
日
野
駅

年

以

上

居

住

し

て

い

る

②

自

立

し

徒

歩

5
分）・・・
2
S
4
L
D
K
.
1
2

て

日

常

生

活

を

営

む

こ

と

が

で

き

戸

③

コ

ー

シ

ャ

ハ

イ

ム

日

野

大

坂

る

③

立

ち

退

き

を

求

め

ら

れ

て

い

上

(
J
R
日
野
駅
徒
歩
18
分
）
…
2

る
、
ま
た
は
著
し
く
劣
悪
な
住
宅

L
D
K
+
S
S
3
L
D
K
.
6
戸

に
居
住
し
て
い
て
、
住
宅
（
公
共
・

▽
家
賃
1
1
①:．
2
万
7
千
670
円、

公

営

住

宅

、

持

ち

家

を

除

く

）

に

②

…

12
万
9
千
590
円
S
1
8
万
9
千

困
っ
て
い
る

550
円
、
③
…
12
万
5
千
320
円
S
1
3

▽
募
集
世
帯
数
1
1
1
世

帯

万

5
千
990
円
※
傾
斜
家
賃
制
度

▽
決
定
方
法
1
1
住
宅
の
困
窮
度
で

▽
月
収
基
準
1
1
①
…

18
万
円
以

決

定

す

る

ポ

イ

ン

ト

方

式

上

、

②

・

③

…

40
万
円
以
上

▽
使
用
料
1
1
収
入
に
応
じ
て
、
月

▽
問
合
せ
先
1
1
東
京
都
住
宅
供
給

1
万
1
千
円
S

9
万
1
千
円
の
6

公
社
募
集
セ
ン
タ
ー

(
6
0
3
.
3

段
階

4
0
9
.
2
2
4
4
)

シルバービア
(2人世帯用）

入居者券集
7月10日まで

ポイント方式で

東
京
都
住
宅
供
給
公
社
で
は
、

市
内
の
賃
貸
住
宅
空
き
家
の
入
居

希
望
者
を
先
着
順
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

▽
主
な
申
込
資
格
1
1
①
都
内
に
在

住
ま
た
は
在
勤
②
原
則
と
し
て

20

歳
以
上
③
同
居
親
族
が
い
る
④
収

入
基
準
を
満
た
し
て
い
る
⑤
連
帯

保
証
人
を
た
て
ら
れ
る

宅け

せ
て
い
る
保
護
者
の
方
に
、
次
の

と
お
り
保
育
料
の
減
免
を
行
っ
て

い
ま
す
。

＠
市
立
幼
稚
園
の
場
合

▽
対
象
・
減
免
金
額
（
年
額
）
1
1
平

成
9
年
度
の
市
民
税
の
所
得
割
が

非
課
税
と
な
る
世
帯
及
ぴ
生
活
保

護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
受
け

て
い
る
世
帯
：•5
万
2

千
5
0
0
円

(
4
、
5
歳
児
の
み
）

＠
私
立
幼
稚
園
の
場
合

▽
対
象
・
減
免
金
額
（
年
額
）
1
1
平

成
9
年
度
の
①
市
民
税
が
非
課
税

の
世
帯
及
ぴ
生
活
保
護
法
の
規
定

に
よ
る
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

…
12
万
円
以
内
②
市
民
税
の
所

得
割
が
非
課
税
の
世
帯
…

9
万
3

千
800
円
以
内
③
市
民
税
の
所
得

割
（
園
児
の
父
母
の
所
得
割
の
合

算
額
）
が
9
万
9
千
500
円
以
下
の

世
帯
…
5
万
3
千
700
円
以
内
（
①

ふ
共
、
い
ず
れ
の
園
児
も
対
象
）

以
上
▽
申
請
に
必
要
な
も
の
・

申
請
期
間
・
申
請
方
法
1
1
別
表
の

と
お
り

▽
問
合
せ
先
1
1
市
立
幼
稚
園
：
．
学

務
課
6
内
線
511
／
私
立
幼
稚
園
…

総
務
部
庶
務
課
6
内
線
432

1
日
現
在
）
を
私
立
幼
稚
園
・
類

似
施
設
及
ぴ
幼
児
教
室
等
へ
通
園

さ
せ
て
い
る
保
護
者

(
4
月
1
日

以
降
、
日
野
市
の
住
民
基
本
台
帳

か
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ

て
い
る
か
登
録
さ
れ
て
い
た
）
の

方
に
、
平
成
9
年
度
前
期
分

(
4

月
S

9
月
）
の
保
育
料
の
補
助
を

次
の
と
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

＠
私
立
幼
稚
園
・
類
似
施
設
の
場

合▽
対
象
・
補
助
金
額
（
月
額
）
1
1
平

成
9
年
度
の
①
市
民
税
所
得
割
額

が
非
課
税
及
ぴ
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
世
帯
…
1
万
200
円
以
内

鸞

民

税

所

得

割

額

勢

5
千
円

以
下
の
世
帯
…
8
千
500
円
以
内

霧

民

税

所

得

割

額

勢

5
千
1

円
以
上
の
世
帯
：•4
千
円
以
内

（①

S
③
共
、
園
児
の
父
母
に
所

得
が
あ
る
場
合
は
、
所
得
割
額
を

合
算
）

＠
幼
児
教
室
等
の
場
合

▽
補
助
金
額
（
月
額
）
1
1
4
千
円

以
上
▽
申
請
に
必
要
な
も
の
・

申
請
期
間
・
申
請
方
法
1
1
別
表
の

と
お
り

▽
問
合
せ
先
1
1
総
務
部
庶
務
課
6

内
線
432平

成
10
年
歌
会
始
詠
進
歌
を
募
集

▽
歌
会
始
の
題
1
1

「道」

▽
詠
進
要
領
1
1
①
自
作
の
短
歌
で

1
人
1
首
（
末
発
表
の
も
の
）
②

用
紙
は
半
紙
（
和
紙
）
と
し
毛
筆

で
自
書
※
海
外
か
ら
詠
進
す
る
場

合
、
用
紙
は
随
意
と
し
毛
筆
で
な

く
て
も
可
③
病
気
や
身
体
障
害
で

自
書
で
き
な
い
場
合
は
代
筆
可
。

代
筆
の
理
由
、
代
筆
者
の
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
た
紙
を
添
付
。
視

覚
障
害
の
方
は
点
字
可
④
書
式
は

半
紙
を
横
長
に
用
い
、
右
半
分
に

題
と
短
歌
、
左
半
分
に
住
所
、
氏

名
（
本
名
と
ふ
り
が
な
）
、
生
年
月

日
、
職
業
（
具
体
的
に
）
を
縦
書

き
で
記
入
※
無
職
は
「
無
職
」
（
前

職
が
あ
れ
ば
そ
の
職
業
を
）
、
主
婦

は
「
主
婦
」
で
可
。

▽
申
込
み
1
1
9
月
30
日
四
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
封
書
で
。
封
筒
に

「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
、
宮
内

庁
(
〒

100
千
代
田
区
千
代
田
1
の

1
)

へ

▽
問
合
せ
1
1
9
月
20
日

3
ま
で
に

封
書
で
。
返
信
用
封
筒
（
住
所
、
氏

名
を
記
入
し
、
切
手
を
は
っ
た
も

の
）
を
同
封
し
、
宮
内
庁
式
部
職
へ

市
長
の
動
き
い

▽
1
日
1
1
至
誠
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
祭
り
（
立
川
市
）
に
挨
拶
▽

2
日
1
1
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
多

摩
川
苑
地
元
説
明
会
（
下
田
地
区

セ
ン
タ
ー
）
に
出
席
▽
3
日
1
1
腸

ォ
ー

管
出
血
性
大
腸
菌
0157
予
防
対
策

協
議
会
（
庁
内
会
議
室
）
に
出
席
、

定
例
校
長
会
（
庁
内
会
議
室
）
に

挨
拶
、
定
例
記
者
会
見
（
庁
内
会

議
室
）
、
三
多
摩
反
核
平
和
の
火
リ

レ
ー
到
着
（
市
民
プ
ラ
ザ
）
を
出

迎
え
▽
4
日
1
1
全
国
市
長
会
通
常

総
会
（
砂
防
会
館
）
に
出
席
▽

5

日
1
1
日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
理

事
会

・
評
議
委
員
会
（
中
央
福
祉

セ
ン
タ
ー
）

に
挨
拶
、
定
例
庁
議

幼稚園保育料の減免と補助

①保育料等減免措置に関する調書（各幼

稚園、市役所 5階学務課、同 4楷総務部

庶務課にあり）

②平成9年度の市・都民税課税証明書（こ

とし 1月2日以降に転入された方は前住

所地の区市町村で取得を）

①補助金申請書 ②補助金に関する調書

③在籍証明書（①～③は市役所 4階総務

部庶務課にあり） ④平成 9年度の市・都

民税課税証明書 ⑤印鑑 ⑥保護者名義

の銀行預金通帳

※幼稚園就菌奨励賣を併せて申請する方

は、 ④を「保育料等減免措置に開する調

書」に添えてください。平成 9年度の市

民税所得割額20万 5千 1円以上の世帯と、

幼児教室の場合は、 ② ・④は不要。

申請に必要なもの

をそろえ、通園先

の幼稚園等へ提出

※市外の幼稚園等

（八王子長沼幼稚

園、八王子おさひ

め幼稚園、八王子

かしわ幼稚園、多

摩緑ケ丘幼稚園は

除く） へ通園して

いる場合は個人申

請となりますので、

直接市役所 4陪総

務部庶務課へ提出

を。

市立幼稚困

7月2日困～

8日（火

（日曜日剤徐く）

私立幼稚園

通園幼稚園に

問い合わせを

個人申請

7月11日圏、

14日旧）、

15日（灼

3

歳
•
4

歳
•
5

歳
児
(
4月

1
日
現
在
）
を
幼
稚
園
へ
通
園
さ

対
象
と
な
る
方
は
手
続
き
を

傷
璽
祠
餞
胄
翡
＠
I

｛

菖
逸
と
璽
爾

で
を

所
談

談
相こ

相
割

童
早

建
物
の
増
改
築
・
修
繕
に

大
工
さ
ん
を
紹
介

児
あ

児
童
相
談
所
で
は
、

18
歳
未
満

の
子
ど
も
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
市
で
は
、
市
内
の
大
工
さ
ん
を

相
談
に
、
児
童
福
祉
司
、
心
理
技
紹
介
し
ま
す
。
ご
自
宅
の
部
犀
・

術
、
医
師
な
ど
の
専
門
職
が
応
じ
台
所
・
ト
イ
レ
等
の
増
改
築
や
、

て
い
ま
す
。

雨

漏

り

の

修

繕

な

ど

を

お
考
え
の

子
ど
も
の
こ
と
で
悩
み
の
あ
る
方
、
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

方
は
、
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
手
順
1
1
①
産
業
振
興
課
へ
施
工

秘

密

は

厳

守

し

ま

す

。

に

つ

い

て

の

相

談

・

申

し

込

み

②

ひ
の
市
民
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

r
回
転
市
場

L
5周
年

記

念

フ

ェ

ア

▽
相
談
時
間
1
1
午
前
9
時

S
午
後
市
内
業
者
の
登
録
し
て
い
る
団
体

▽
内
容
1
1
中
古
衣
類
・
日
用
雑
貨

5
時

に

あ

っ

せ

ん

③

業

者

と

の

相

談

、

ほ
か

▽
会
場
1
1
八
王
子
児
童
相
談
所
見
積
も
り
、
契
約
、
施
工
④
業
者

※
買
い
物
袋
の
持
参
を
。
エ
コ
ロ
（
八
王
子
市
台
町
2
の
7
の
13)

へ
代
金
支
払
い
⑤
業
者
か
ら
産
業

ジ
ー
商
品
の
当
た
る
ク
イ
ズ
あ
り
。

◎
日

野

市

役

所

出

張

相

談

振

興

課
へ
報
告
書
を
提
出

▽
問
合
せ
先
1
1
同
シ
ョ

ッ

プ

「

回

▽

日
時
1
1
毎
週
月
曜
・
木
曜

日

午

詳

し

く

は

、

産
業
振
興
課

(
6

転
市
場
」

(
6
8
7
.
8
7
0
7
)

前
9
時

S
正

午

内

線

203)

へ
問
い
合
わ
せ
を
。

・ヽヽ
‘ヽ
・ヽ
・ヽ
・ヽ
・ヽ
‘、.‘.‘ヽ

・ヽヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
｀ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
｀ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
・ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
｀ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘

（
庁
内
会
議
室
）
に
出
席
▽

6
日

1
1
J
R
東
日
本
東
京
地
域
本
社

（
北
区
）
訪
問
、
ひ
の
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
（
同
セ
ン

タ
ー
）
に
出
席
、
日
野
消
防
協
力

会
定
期
総
会
（
高
幡
不
動
尊
）

に

挨
拶
▽

9
日
1
1
平
成
9
年
第
2
回

市
議
会
定
例
会
、
日
野
用
水
土
地

改
良
区
定
期
総
代
会
、
日
野
交
通

安
全
協
会
優
良
運
転
者
等
表
彰
式

（
日
野
自
動
車
工
業
向
）
に
出
席

▽
10
日
S
1
3
日
11市
議
会
本
会
議

（
一
般
質
問
）
に
出
席

お子さんについての
し＿＿―-―-心配ごとは

▽
会
場
1
1
市
役
所
2
階
社
会
福
祉

課

(
6
内
線
227)

こ
の
ほ
か
に
、
電
話
に
よ
る
相

談
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
八
王
子
児
童
相
談
所

(
6

0
4
2
6
.
4
.
1
1
4
1
)

へ

2
 

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

C

日“,!

0
 

；

公

0
,
 

•
東
京
都
国
民
健
康
保
険
団
体
▽
開
設
日
時
1
1
7

月
1
0日
困
―

一

一

一
連
合
会
で
”
海
の
家
を
開
設

S
8月
25
日
向
午
前
9
時

S
午
一

ー

し

ま

す

。

後

5
時

一
利
用
希
望
者
は
保
険
年
金
▽
場
所
11
マ
イ
ア
ミ
セ
ン
タ
ー
一

・
課
、
七
生
・
多
摩
平
両
支
所
で
福
屋
（
片
瀬
江
の
島
東
浜
海
岸
）
・

一一
無
料
利
用
券
を
受
け
取
り
、
施
／
東
亭
（
鎌
倉
由
比
ケ
浜
海
岸
）
―

一
設
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
▽
対
象
1
1
国
民
健
康
保
険
加
入
一

一

—
者
一

※
利
用
券
1
枚
で
3
人
ま
で
利
一

一

日

日

♦
 

c::::,5 

-

1

2

用
で
き
ま
す
。

20
人
以
上
の
団
―

．
 

体
で
利
用
す
る
場
合
は
同
連
合
令

-

月

月

-

会

(
f
t
0
3
.
3
3
5
5
.
2
6
-

7

8

 

-

-

（

2
1
)
へ
必
ず
連
絡
を
。
•

-

よ

＇ 

-
・

間

益

合

せ

先

贔

険

年

金

課

竺

期

内

線

251

.

．
 

9. 

[
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^
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・

♦

▲
▼

♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦

▲
冒
▼

♦
♦

・
・
▼

♦

，

国保加入者を対象に

海の家を開設

令~ -・  • - - - - - - - - • s 

＇ ♦ ▽ よ ▽ とか
， 

♦ 縦る変おわ生生 ♦
覧削更りる産

♦ 日除内縦都緑
産：

♦ 時等容覧市
♦ II 

地緑 ♦
II し計

♦ 7 相ま画区
地地 ♦

♦ 

： ？ 慧文慶皇地 ♦
♦ 日発 ‘更区：
♦ 因生次に (I) ♦ 
會 S にのか

♦ 内 ▽市▽ 5 15 
都：

’線問計縦時日甘5.
會 306合画覧------因＝

土
♦ 

• せ課場午計
9 先所曜

♦ 

t ・ II II 
．前画・

•都市
，市役

晶晶案：
，計所

日 3。の・
分

會
画 を

課階除
3 s縦：

♦ ， 云都こ孟覧．
♦ ＇念べ l

0 - - - - - - - - - - -..  - - • -

凰［i[9:旦91 ♦ 市゜はまた水
を下屡：

し ♦

＇贄 仄尻ぬ畢変水手：
9下の°従業♦ 水 と 関来を更道 ： 

胃忙9]［［ 
： 壼篇縦？？ 森盃：こ三

i
>

＾

慟
＞
令

t
t
t
t
t
•

▼

♦

t
t
t
t
o

▼

♦
♦

·
▼

♦

贔
▼

♦

▲
▼

♦

▲
▼

♦

▲
▼

♦

・
▼

♦
♦

▲
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＾
膚
＂A
働
＂

▽
申
込
書
の
配
布
・
受
け
付
け
・

1
1
7
月
7
日
回
S
2
5
日
面
に
登
-

ふ
益
成
園
四
国
曰
舅
醤

録
を
希
望
す
る
市
・
町
の
下
水
―

投
蒻
留
菌
商
9

菌
函

i

日
本
下
水
道
協
会
東
京
都
支
▽
対
象
1120
歳
以
上
の
①
高

等

道

担

当

課

で

．

-
部
で
は
、
平
成
9
年
度
の
排
水
学
校
ま
た
は
旧
制
中
学
校
以
上
▽
提
出
書
類
1
1
受
験
申
込
書
、
。

-
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格
試
の
土
木
工
学
科
ま
た
は
こ
れ
に
住
民
票
、
卒
業
証
明
書
、
写
真
．

►
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
相
当
す
る
課
程
を
修
了
・
卒
業
（
縦

4
[ン
X

横
3
[ン
)
2
枚
、
►

•
▽
日
時1
1
8
月
1

日
細
午
前1
0
し
た
方
②
引
き
続
き
2

年
以
上
受
験
料
払
込
書
・

二
時

S
正

午

排

水

設

備

工

事

に

従

事

し

た

方

▽

問
合
せ
先
1
1
下
水
道
普
及
課
．

•
▽
会
場11
中
央
大
学
多
摩
校
舎
▽
費
用11
千
7
0
0
円

6
内
線
3
9
1

9
t
t
t
t
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〇
▼
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▲
▼
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▲
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♦
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♦
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▼
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▼
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▼

♦
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(3) 

て°‘
1997年（平成9年）7月1日

第922号

市立総合病院 合 81-2677 臨時職員
※詳細は、

（看護婦、助産婦）募集中
お問い合わせください。

►
最
初
の
七
生
中
学
校
校
舎

新
制
中
学
の
誕
生

六
・
三
制
の
中
学
校
が
発
足
し

た
の
は
、
昭
和
22
年
(
1
9
4
7
)

4
月
1
日
で
、
平
成
9
年

(
1
9

9
7
)
の
こ
と
し
は
ち
ょ
う
ど
5
0

周
年
に
あ
た
る
。
こ
の
5
0
年
と
い

う
大
き
な
節
目
に
、
各
中
学
校
で

は
記
念
誌
の
編
集
や
式
典
の
準
備

に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
ス
ト
レ
ッ
チ

南
多
摩
保
健
所
で
運
動
教
室

▽
日
程
1
1
8
月

18日
四
・
26
日

g
、

▽
日
時1
1
毎
週
火
曜
日
午
後1時

9

月
9

日

g
.
2
4
日
困•
3
0
日

g、

15
分
S
3時
30
分

10
月
7
日

g
f臼
品
3.16
日
困
．

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
2
1
日

g.28日
g
、
1
1
月
4
日

g.

▽
内
容
11
日
常
生
活
・
社
会
生
活
1
1
日

g.18日
g.25日
g

に

役

立

つ

訓

練

▽

時

間

11午
前
中
※
詳
し
い
時
間

▽
対
象
11
機
能
訓
練
を
必
要
と
す
は
問
い
合
わ
せ
を
。

10
月
16
日
は

る
市
内
在
住
の
40
歳

以

上

の

方

午

後

1
時
30
分
S
3時
30
分

▽
募
集
人
数
11
若
干
人
（
審
査
の

▽
会
場
11南
多
摩
保
健
所
（
京
王

=＝=＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝l=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝ 

公
布
。

3
月
に
入
り
、
1
1
日
付
で
南
多
あ
っ
た
。
戦
後
の
混
乱
期
で
小
学

米
国
教
育
使
節
団
の
「
報
告
書
」
摩
地
方
事
務
所
長
名
で
新
制
中
学
校
や
青
年
学
校
の
教
室
を
使
用
出

提
出
か
ら
1
年
、
閣
議
決
定
か
ら
校
長
候
補
者
推
薦
に
つ
い
て
の
依
来
る
の
は
恵
ま
れ
た
方
で
、
昇
降

わ
ず
か
1
カ
月
足
ら
ず
で
新
制
中
頼
を
町
村
長
に
通
達
し
た
。
新
制
口
や
物
置
を
教
室
代
わ
り
に
使
用

学
校
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
学
校
の
発
足
は
ま
だ
決
定
さ
れ
し
た
学
校
も
あ
っ
た
。
日
野
中
学

市
町
村
の
取
り
組
み
て
い
な
か
っ
た
が
、
実
状
は
校
長
校
は
日
野
小
学
校
に
同
居
し
、

1

と
こ
ろ
が
教
育
刷
新
委
員
会
で
選
出
ま
で
準
備
さ
れ
て
い
た
の
で
教
室
を
二
つ
に
分
け
て
利
用
し

は
、
す
で
に
2
1
年
10
月

に

六

・

三

制

あ

る

。

た

。

七

生

中

学

校

は

村

役

場

の

建

の
原
案
を
決
定
し
、
そ
の
時
点
で

3
月
31
日
、
教
育
基
本
法
と
学
物
を
仮
校
舎
と
し
、
村
役
場
は
金

文
部
省
は
都
道
府
県
に
内
示
し
て
校
教
育
法
が
公
布
さ
れ
た
。
そ
の
剛
寺
（
高
幡
不
動
尊
）
の
一
部
を

協
議
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
た
。
日
に
都
教
育
局
長
名
で
市
区
町
村
借
用
し
て
間
に
合
わ
せ
た
。

東
京
都
で
は
同
年
12
月
に
都
教
長
あ
て
に
新
制
中
学
校
の
開
設
準
5
0
年
前
は
、
暗
闇
を
手
探
り
で

育
刷
新
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
南
備
事
務
処
理
に
つ
い
て
通
達
が
出
一
歩
一
歩
歩
い
て
い
る
状
態
で
あ

多
摩
郡
で
も
南
多
摩
郡
新
学
制
対
さ
れ
た
。
こ
の
通
達
は
マ
ニ
ュ
ア
っ
た
の
で
あ
る
。

策
委
員
会
を
設
置
し
、
傘
下
の
町
ル
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
、
例
え
（
市
史
編
集
委
員

村
に
は
新
学
制
に
対
処
す
る
委
員
ば
学
校
名
に
つ
い
て
は
、
東
京
都

会
が
構
成
さ
れ
た
。

0
0
町
（
村
）
立

0
0中
学
校
、
と

22
年
2
月
16
日
付
の
南
多
摩
地

0
の
中
に
地
名
を
入
れ
れ
ば
出
来

方
事
務
所
か
ら
町
村
役
場
へ
の
通
上
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

達
で
は
、
新
制
中
学
校
の
制
度
・
設
苦
難
の
は
じ
ま
り

置
・
施
設
・
編
成
・
経
費
等
に
つ
新
制
中
学
は
形
の
上
で
は
発
足

い
て
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
。
し
た
も
の
の
苦
難
の
は
じ
ま
り
で

あ
る
。敗

戦
直
後
の
廃
虚
の
中
で
誕
生

し
、
発
足
当
初
”
新
制
中
学
“
と

呼
ば
れ
た
中
学
校
は
、
地
方
行
政

担
当
者
が
学
校
設
立
に
ど
の
よ
う

に
か
か
わ
っ
て
い
た
か
は
ほ
と
ん

ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
知
ら
れ
て

い
る
の
は
次
の
よ
う
な
経
緯
で
あ

る。
昭
和
2
1
年
3
月
31
日

3
月

5

日
に
来
日
し
た
米
国
教
育
使
節
団

は、

31
日
に
「
報
告
書
」
を
連
合

国
最
高
司
令
官
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に

提
出
。同

年
12
月
27
日
教
育
刷
新
委

員
会
は
「
報
告
書
」
を
審
議
し
、

総
理
大
臣
に
建
議
。

同
22
年
2
月
26
日
六
・
三
制

を
含
め
た
学
校
教
育
法
を
閣
議
決

定。
同
年
3
月
31
日

学
校
教
育
法

輝
曲
芥
《
品
腐
呼

屈
国
。
園
鼠
凜

▽
日
程
1
1
7
月
2
日
困

S18日
画

(
2
日
の
午
前
と
土
曜
・
日
曜
日

は
除
く
）

▽
時
間
11午
前
の
部
…
9
時
30
分

か
ら
30
分
間
隔
で
5
回
開
催
／
午

後
の
部
…
1
時
30
分
か
ら
30
分
間

隔
で
6
回
開
催

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

2
階
医
師
控
室

▽
内
容
11①
ビ
デ
オ
上
映
（
大
腸

が
ん
の
早
期
発
見
と
予
防
、
大
腸

が
ん
予
防
の
食
事
）
②
保
健
婦

に
よ
る
大
腸
が
ん
予
防
の
講
話

▽
対
象
1135
歳
(
4
月
1
日
現
在
）

以
上
の
市
民

▽
注
意
11①
車
で
の
来
場
は
こ
遠

慮
を
②
別
室
の
検
診
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
、
部
犀
を
間
違
え

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

※
申
し
込
み
不
要
、
直
接
会
場
へ
。

成
人
栄
養
相
談

成
人
病
の
予
防
や
改
善
に
必
要

な
栄
養
相
談
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
1
1
7
月
1
1
日
曲
・

25日
画

午
後
1
時
S
4時
（
予
約
制
）

▽
会
場
11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
個
別
栄
養
相
談
（
高
齢

者
の
食
生
活
、
疾
病
別
食
生
活
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
食

事
の
と
り
方
や
栄
養
計
算
ほ
か
）

▽
対
象
11
栄
養
相
談
が
必
要
な

方
、
そ
の
方
の
食
生
活
に
か
か
わ

っ
て
い
る
家
族
の
方
な
ど

※
電
話
で
申
し
込
み
を
。

中
学
校
発
足
五
十
年

母と子のけんこう通信
※会場は
生活・保健センター

7月25日（命・
31日困、8月4日（月i
午後 1時～ 1時40分

7月22日閲
23日因30日困 1対象は平成 9年 3月
午後 1時 ～ 1時40分生まれ・通知制

7 月 28 日 (,ej) •29 日肉
午後 0時45分
~ 1時45分

7月3日沐

午前10時～ II時

7月11日（命
午前 10時～11時

7月25日（金）
午前10時～ II時

妊娠中の栄養、お産
の経過ほか

歯科検診・歯の衛生
ほか

妊婦体操・呼吸法の
実習ほか

赤ちゃんの入；｀谷実習
出産のピデオほか

対象は平成 7年 12月
生まれ・通知制

対象は平成 6年 6月
生まれ・通知制

対象は生後 4カ月～
12カ月の乳児と保護
者。申し込み不要、
直接会場へ

対象は生後 7カ月の
乳児と保護者。申し
込み不要、直接会湯

二
対象は生後12カ月の
乳児と保護者。申し
込み不要、直接会場
ヘ

大

腸

が

ん

予
防
健
康
教
室

機

能

訓

練

日野台診療所（内・児・外・整科）

日野台4-26-16ffBl-6175 

至日野

高幡耳鼻咽喉科（耳科）

高幡35-1 久野第 2 ピル 4~昔 ff92-5467

沼
謙
吉
）

魯
贔
笙
易

相
模
原
線
永
山
駅
徒
歩
5
分
）
と

そ
の
周
辺
の
公
園

▽
内
容
11歩
く
こ
と
を
中
心
と
し

た
運
動
、
体
力
測
定
、
健
康
・
栄

養
調
査
・
検
査
ほ
か

▽
対
象
11
日
野
・
多
摩
・
稲
城
市

在
住
の
40
歳
S60歳
代
で
、
日
t
J

ろ
運
動
を
し
て
い
な
い
方
30
人
※

全
1
4
回
参
加
を
。
申
込
多
数
は
抽

選▽
費
用
1
1
8
千
800
円
程
度
（
検
査

料）▽
申
込
み
先
11
南
多
摩
保
健
所

(
6
0
4
2
3
.
7
1
.
7
6
6
1
)
 

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

7
月
は
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
月
間

夏
は
献
血
者
が
減
少
し
、
輸
血

S
午
後
3
時
30
分
※
正
午

S
午
後

用
の
血
液
が
不
足
し
が
ち
で
す
。

1
時
を
除
く

そ
こ
で
、
東
京
都
・
日
本
赤
十
字
社
▽
会
場
11
市
役
所
東
側
市
民
駐
車

な
ど
で
は
、

7
月
に
「
愛
の
血
液
助
場

け
合
い
運
動
」
を
行
い
、
皆
さ
ん
の
▽
問
合
せ
先
11東
京
西
赤
十
字
血

こ
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
液
セ
ン
タ
ー

(
6
2
9
.
0
4
0
5
)

献
血
の
際
は
、
安
全
で
効
果
の
高

い
成
分
献
血
と
4
0
0
]
げ
認
献
血
に
、

こ
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑥
献
血
ル
ー
ム

▽
所
在
地
11①
立
川
駅
ピ
ル
9
階

②
八
王
子
駅
ビ
ル
中
2
階

▽
時
間
11
午
前
10
時

S
午
後
5
時

4
5
分
※
午
後
1
時
S
2時
を
除
く

＠
市
役
所
で
の
献
血

▽
日
時
1
1
7
月
16
日
困
午
前
10
時

6
月
1
日
の
福
祉
ま
つ
り
の
バ

ザ
ー
に
、
た
く
さ
ん
の
こ
支
援
・

こ
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

こ
ざ
い
ま
し
た
。
収
益
金
は
、
会

の
運
営
費
と
し
て
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

（
日
野
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
）

くちら整形外科（整・外科）

日野台 5-19-2 ff83-6515 

至豊田

至
高
幡
不
動
駅

佃碑ニ
戸

（
↑
（
 ，
 

院
6

医
21

科

[

内
一

山

[

柴
南

2
ボ

3
困

4
面

（注）診療科目は変更される場合があります。事前に
急患テレホンセンター

（日野消防署 合81-0119)へ問い合わせを。

5
出

眼

科

外

科

内

科

（
夜
）
児
・
内
・
外
科

（

午

後

）

外

科

（
午
前
）
児
・
内
・
外
科

内

科

内

科
内

科

内
・
外
科

内
・
外
科

Jr

斗

夕

禾

＇

内
・
外
科

外

科

,̀
 

7
月．、

8
因

9
困

10
困

11 

（金｝
12
出

整

形

外

科

泌

尿

器

科

外

科

外

科

整

形

外

科

（夜
）児
・
内
・
整
形
外
科

（
午
後
）
整
形
外
科

（午
前
）
児
・
整
形
外
科

外

科

内

科

内

科
内

科

内

科
内
・
外
科

内
・
外
科

内
・
外
科

内
r

外
科

外

科

内
・
外
科

外

科

う
え
決
定
）

※
電
話
で
申
し
込
み
を
。
機
能
訓

練
の
入
所
受
付
は
随
時
実
施
。

飼
育
方
法
や
健
康
に
関
す
る
相

談
に
獣
医
師
が
お
答
在
し
ま
す
。

▽
日
時
1
1
7
月
1
1
日
画
午
後
1
時

30
分

S
2時
30
分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
定
員
1
1
4
人
（
先
着
順
）

※
電
話
で
申
し
込
み
を
。

ペ

ッ

ト

相

談

保健所出張相談事業(7月）

9日困
午後 1時30分～ 3時30分

9日困
午前10時～ II時30分

8日⑱
午前10時～午後4時

► 会場＝生活・保健センター
► 問合せ先＝南多摩保健所（合0423·71·7661)

午後 7時30分 ～10時30分

内科・小児科

日野本町 I- 7 - 2生活・イ呆億セ ンター分室

ft84-1661 

午前10時 ～午後 5時
（受付は午前 9時 ～午後 4時）

八王子市平岡町 18-3八王子市1呆億セ ンター
ft0426-25-9128 

多摩市閲戸4-19-5多摩市立億康セ ンター
ft0423-76-91 I I 
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1997年（平成9年）7月1日
ての第922号

大成
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△ 00△ X △ △ △ 0 X X X △ △休館日 X X X X X X X X X X X X X X X 荘げ箆雷丘":i i i : ［ i 囚：巴ど［ビ竺［ぷ［竺竺竺り竺巴ピ巴竺［り：巴ど I~：はごぶ？あり日野山荘虞雷贔
O・・空き室あり

△••空き室少し
X ••満室

至立川駅
案

::l戸
モ ー

入口1自号

内

J R日野駅から徒歩12分

京王パス高性不酎一平山城址公園系社、〉`るさと博物館前下亜

京土パス高幡不酌（一番袷『t島了経由）一日が駅条訊ふるさと 1毒物館前下中

京王バス；；；褐不動一日野駅系統実践女子短大前下亜往歩 l分

令享は市1貨r，'］の日9草場をこ・利用 くださ い ，

1 問合せ先 I 

ふるさと博物館

（合83-5100)

9,
．
 

1

か
つ
て
の
日
野
市
域
に
は
数
軒
の
鍛
冶
犀
が
あ
り
ま
し
た
。
彼
ら
は
農
具
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
鉄

製
品
の
製
作
や
修
理
を
し
、
人
々
の
雑
ら
し
を
道
具
の
面
か
ら
支
え
る
重
要
な
存
在
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ー
し
か
し
、
こ
う
し
た
鍛
冶
犀
も
時
代
の
流
れ
と
共
に
姿
を
泊
し
、
現
在
巾
内
で
は
1
軒
の
み
が
仕
事
を
続

ー
け
て
い
ま
す

c

今
回
の
企
画
屎
で
は
、

二
沢
の
露
木
隆
氏
と
、
下
河
原
（
現
日
野
市
口
野
）
で
昭
和
39
年

ま
で
鍛
冶
屋
を
営
ん
で
い
た
露
木
サ
ト
氏
の
資
料
を
中
心
応
日
野
市
域
か
ら
泊
え
行
こ
う
と
し
て
い
る

飯

冶
屋
の
仕
字
を
紹
介
し
ま
す
。

．
 手□汀

〗
汀
｀
〗
暮
ら
し
の
中
の
鍛
冶
屋

修
理
を
行
え
ば
3
代

に

わ

た

っ

て

鍛

冶

屋
は
私
た
ち
の
身
の
回
り
し
た
c

し
か
し
、
一
口
に
鍬
と
言

使
う
こ
と
が
で
き
る
と
言
い
ま
の
様
々
な
道
只
を
作
っ
て
き
ま
し
っ
て
も
、
鍬
を
使
う
土
地
の
条
件

す
。
ま
た
、
使
命
を
終
え
た
道
具

た
。
日
野
の
鍛
冶
犀
の
多
く
は
主
や
使
い
手
の
体
格
・
ク
セ
は
大
き

は
鍛
冶
屋
の
手
に
よ
っ
て
新
た
な
と
し
て
農
具
類
を
作
っ
て
い
ま
し
く
異
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
鍛
冶
屋

道
具
と
し
て
再
牛
さ
れ
ま
す
。
大
た
が
、
近
年
で
は
農
家
の
減
少
に
は
使
い
手
ご
と
に
最
適
な
形
、
重

栞
生
産

・
大

慇
記
費
に
疑
問
が
投
伴
っ
て
、
包
丁
な
ど
の
生
活
道
只

さ
、
材
質
を
吟
味
し
て
、
こ
の
世

げ
か
け
ら
れ
、

資
源
の
リ
サ
イ
ク
も
数
多
く
ヽ
作
る
よ
う
に
な
っ
て
い
に
1
本
し
か
な
い
鍬
を
作
り
ま
し

ル
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
、
こ
の
よ
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
鍬
た
。
ま
た
、
サ
キ
ガ
ケ
と
い
っ
て

う
な
鍛
冶
岸
の
什
事
は
、
モ
ノ
と
な
ど
の
農
具
や
大
八
車
の
車
輪
、
す
り
へ
っ
た
鍬
に
刃
を
付
け
足
す

人
と
の
こ
れ
か
ら
の
関
係
を
見
つ
包
丁
、
ナ
イ
フ
、
ド
リ
ル
の
刃
、

こ

と

も

鍛

冶
犀
の
大
切
な
仕
事
で

め
直
す
う
え
で
、
極
め
て
大
き
な
装
飾
品
な
ど
、
鍛
冶
屋
が
扱
う
し
た
。
こ
の
よ
う
な
サ
キ
ガ
ケ
を

示
唆
を
含
ん
で
い
ま
す
。
企
画
展
様
々
な
鉄
製
品
を
紹
介
し
ま
す
。
す
れ
ば
鍬
は
何
代
で
も
使
う
こ
と

の
五
つ
の
コ
ー
ナ
ー
を
通
し
て
｀

近
年
ま
で
此
村
地
帯
だ
っ
た
日
が
で
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
鍛
冶
犀
の
技
術
の
す
ば
野
市
域
で
は
、
鍛
冶
限
が
作
る
鍬

ら
し
さ
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。
な
ど
の
牒
具
が
牛
活
に
↑
可
欠
で

ヽ

・

ヽ
＇

ヽ

ヽ
・
奮

ヽ
・
・

ヽ
'

`

`

｀

9

•

I

`

I

`

I

9

1

4

1

會

合

、

9

，

令

｀

ー

，

と

｀

令

｀

1

9

9

\

り

噸

ヽ
響

•

I

9

1

•

I

'

i

企
画
展
の
ご
案
内

i

-
▽
日
時
1
1
7
月
4
日
固
S
8
月

31
日
同
午
前
9
時
S
午
後
5
時

-

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）
-

▽
休
館
日
1
1
毎
週
月
曜

nと
7
i

月
2
2日
的
•
3
1日
困
※7
月

2
1
~

日
い
は
開
館
し
ま
す

-

▽
会
場
1
1
ふ
る
さ
と
博
物
館
-

（
案
内
図
参
照
）

※
無
料
で
観
覧
で
き
ま
す

1997年（平成9年）7月1日
第922号 て°‘ (4) 

※申し込みは誅日野市企巣公社

（も85-2111)へ

►
露
木
陸
氏
の
仕
事
場

図
甲州佳i直

崎
街
遥

王
高
嗜

7月4日から

事

場

こ
の
コ
ー
ナ
ー
て
は
、
鍛
冶
呈

の
仕
事
場
の
様
子
と
、
い
ろ
い
ろ

な
釉
類
の
道
具
の
使
い
方
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

鍛
冶
屋
の
仕
ポ
場
は
通
り
に
面

し
た
開
放
的
な
空
間
で
あ
る
こ
と

が
多
く
、
こ
れ
は
道
行
く
人
に
自

分
の
仕
事
ぶ
り
を
披
露
す
る
こ
と

が
自
分
の
腕
の
良
さ
を
証
明
す
る

こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。
こ
の
よ

う
な
鍛
冶
座
の
仕
事
場
に
は
一
見

ク
ズ
鉄
の
よ
う
な
鉄
材
が
並
ん
で

い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
立
派
な
材

料
で
、
鍛
冶
屋
の
手
に
か
か
る
と

鉄
製
品
と
し
て
よ
み
が
え
り
ま

す
。
鍛
冶
限
は
鉄
を
リ
サ
イ
ク
ル

し
て
い
る
の
で
す
。

鍛
冶
犀
は
基
本
的
に
は
一
.
人
で

仕
事
を
し
ま
す
。
フ
ィ
ゴ
の
前
に

座
る
の
は
ヨ
コ
ザ
（
横
座
）
で
フ

イ
ゴ
を
動
か
し
、
相
―
生
を
出
し
な

が
ら
鉄
を
打
ち
ま
す
。
も
う
一
人

は
サ
キ
テ
（
先
手
）
で
、
ム
コ
ウ

ウ
チ
（
向
こ
う
打
ち
）
と
も
呼
ば

れ
ま
す

3

カ
ナ
ト
コ
を
挟
ん
で
ヨ

コ
ザ
の
正
面
に
座
り
、
大
き
な
ハ

ン
マ
ー
で
ヨ
コ
ザ
と
一

緒
に
鉄
を

打
ち
ま
す
。

鉄
製
品
を
作
る
作
業
は
、
熱
し

た
鉄
を
打
っ
て
形
を
作
り
、
曲
げ

る
・
削
る
・
切
る
な
ど
し
て
形
を

整
え
、
焼
き
を
入
れ
、
磨
い
て
仕

ヒ
げ
る
と
い
う
流
れ
を
基
本
と
し

て
い
ま
す
。
鍛
冶
屋
は
真
っ
赤
に

熱
し
た
鉄
を
打
っ
て
製
品
を
作
る

た
め
、
数
々
の
特
殊
な
道
具
を
使

い
ま
し
た
。
そ
の
主
な
も
の
に
は
、

ホ
ド
に
風
を
送
っ
て
火
を
描
め
る

フ
イ
ゴ
、
熱
い
鉄
を
持
つ
ハ
シ
、

▲四本鍬の製作過程

ふるさと博物館で企画展

道

鉄
を
打
つ
ハ
ン
マ
ー
と
カ
ナ
ト

コ
、
鉄
を
切
る
タ
ガ
ネ
、
鉄
を
削

る
セ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
道
具
の
ほ
と
ん
ど
は
鍛
冶
完

自
身
が
作
っ
た
も
の
で
す
。

◆
道
具
の
解
説
◆

◎
フ
ィ
ゴ
と
ホ
ド
・
・
・
ホ
ド
は
鉄
を

熱
す
る
た
め
の
火
を
燃
や
す
小
穴

で
、
・
ト
に
は
フ
ィ
ゴ
か
ら
延
ぴ
た

送
風
管
が
通
じ
て
い
ま
す
。
フ
ィ

ゴ
（
闘
）
は
こ
の
ホ
ド
に
風
を
送

っ
て
火
を
強
め
る
た
め
の
装
馘
で

す
。
取
っ
て
を
動
か
す
と
ム
ジ
ナ

妥
ヌ
キ
）
の
毛
皮
を
張
っ
た
内

部
の
板
が
前
後
し
て
風
が
起
き
、

パ
イ
プ
を
通
っ
て
ホ
ド
に
送
ら
れ

ま
す
。
ヨ
コ
ザ
は
左
足
に
取
っ
て

を
挟
ん
で
フ
ィ
ゴ
を
あ
や
つ
り
、

閲
い
た
両
手
を
使
っ
て
鉄
を
打
ち

ま
し
た

◎
タ
ガ
ネ
と
ヘ
シ
・
・
・
タ
ガ
ネ
函
）

は
鉄
を
切
る
こ
と
や
割
る
こ
と
な

鉄

を

打

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
日
野
市

域
で
多
く
使
わ
れ
て
い
る
カ
ブ
ト

鍬
や
三
本
鍬
、
四
本
鍬
の
ほ
か
、

一
般
家
庭
で
も
な
じ
み
が
深
い
菜

切
り
包
丁
の
製
作
工
程
を
、
実
物

と
写
真
に
よ

っ
て
紹
介
し
て
い
ま

す
c鉄

に
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ

り
、
鍛
冶
犀
が
使
う
鉄
は
ハ
ガ
ネ

（
銅
）
と
ジ
ガ
＊
（
地
金
）
に
大

き
く
分
け
ら
れ
ま
す

c

ハ
ガ
ネ
は

硬
い
け
れ
ど
も
折
れ
や
す
く
、
ジ

ガ
ネ
は
軟
鉄
と
も
言
い
、
軟
ら
か

く
て
折
れ
に
く
い
鉄
材
で
す
。
鍛

冶
屋
は
こ
れ
ら
を
巧
み
に
使
い
分

け
て
お
り
、
例
え
ば
鍬
や
包
丁
な

ど
は
、
刃
に
ハ
ガ
ネ
を
用
い
、
ま

わ
り
を
ジ
ガ
ネ
で
包
む
こ
と
で
、

よ
く
切
れ
て
じ
ょ
う
ぶ
に
な
り
ま

す。
こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
資
料
の

う
ち
、
『
本
鍬
は
備
中
鍬
の
仲
問

で
、
さ
く
り
作
業
な
ど
に
使
わ
れ

ま
す
。
こ
の
鍬
は
ワ
リ
ダ
シ
と
呼

ば
れ
る
製
作
方
法
で
作
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は
3
本
の
刃
と
柄
の
取

り
付
け
部
分
を
1
本
の
鉄
棒
か
ら

作
る
も
の
で
、
鉄
棒
の
両
端
に
筋

交
い
に
切
り
込
み
を
入
れ
、

そ
れ

を
曲
げ
て
形
を
作
り
あ
げ
ま
す
。

つ

こ
れ
に
刃
の
先
端
を
付
け
足
し
、

そ
こ
に
ハ
ガ
ネ
の
刃
を
入
れ
ま

す
。
こ
う
し
て
作
っ
た
鍬
は
ヒ
ト

ツ
モ
ノ
ニ
つ
も
の
）
と
言
い
、

重
要
な
部
分
が
―
つ
の
鉄
で
で
き

て
い
る
た
め
、
非
常
に
じ
ょ
う
ぶ

で
使
い
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

日
野
の
周
辺
で
も
こ
の
ワ
リ
ダ
シ

が
で
き
る
鍛
冶
屋
は
数
人
し
か
い

な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

鍛

冶

屋

火
と
鉄
を
自
在
に
あ
や
つ
る
特

殊
な
技
能
を
持
つ
鍛
冶
犀
は
、
独

特
な
信
仰
を
持
っ
て
い
ま
す
。
殊

か
な
や
ま

に
金
山
神
は
鍛
冶
限
の
守
り
神
と

し
て
よ
く
知
ら
れ
、
こ
れ
を
ま
つ

三

[
□

鍛
冶
屋
さ
ん
を

の
ぞ
い
て
み
よ
う

の

信

仰

不
動
明
干
の
掛
け
軸
を
ま
つ
っ
て

い
ま
す
。

▲三沢の露木隆氏

ど
に
使
い

f

ヘ
シ
は
鉄
を
曲
げ
た

り
穴
を
あ
け
る
こ
と
に
使
い
ま

す
。
仕
事
に
合
わ
せ
専
用
の
道
具

を
作
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
し
た

◎
カ
ナ
ト
コ
・・
・
カ
ナ
ト
コ
（
鉄
床
）

は
鉄
を
打
つ
台
で
、
す
べ
て
の
製

►
カ
ナ
ト
コ

品
は
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
ツ

ラ
（
面
）
と
呼
ば
れ
る
上
面
は
ハ

ガ
ネ
製
で
、
数
年
に

一
度
焼
き
直

し
て
修
埋
し
ま
し
た

◎
ハ
シ
…
ハ
サ
ミ
と
も
呼
ば
れ
る

ハ
シ
（
鉗
）
は
手
の
延
長
で
す
。

直
っ
赤
な
鉄
は
熱
く
て
持
て
な
い

の
で
、
代
わ
り
に
ハ
シ
を
自
由
自

在
に
使
い
こ
な
し
ま
す
。
扱
う
鉄

製
晶
の
形
状
に
合
わ
せ
て
、
様
々

な
形
の
も
の
を
自
作
し
ま
す

◎
ハ
ン
マ
ー
…
鎚
と
も
言
う
、
鉄

を
打
つ
重
要
な
道
具
で
す
。
シ
ズ

ク
リ
ハ
ン
マ
ー
は
片
手
ハ
ン
マ
ー

と
も
言
い
、
ヨ
コ
ザ
が
持
っ
て
製

品
の
形
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
に
使

い
ま
す
。
サ
キ
テ
用
ハ
ン
マ
ー
は

サ
キ
テ
が
両
手
で
持
っ
て
鉄
を
延

ば
す
こ
と
に
使
い
ま
す

◎
セ
ン
・
・
・
セ
ン
（
麺
は
鉄
製
晶

を
削
っ
た
り
磨
い
た
り
す
る
こ
と

に
使
い
ま
し
た
。
こ
の
作
業
に
失

敗
す
る
と
、

せ
っ
か
く
の
力
作
が

オ
シ
ャ
カ
に
な
る
の
で
気
が
抜
け

ま
せ
ん
で
し
た

仕

と

異

◄

フ
イ
ゴ

▲タガネ

万
願
寺
地
区
保
留
地
の
位
置
（
図

1
)
、
面
積
・
価
格
等
（
表

1
)

豊
田
南
地
区
保
留
地
の
位
置
（
図

2
)
、
面
積
・
価
格
等
（
表

2
)

高
幡
地
区
保
留
地
の
位
置
（
図

3
)
、
面
積
・
価
格
等
（
表

3
) 12／予勺ー1
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二

整理
保留地番号

面積 単 価 処分価格 備 考

番号 (m') （円／m') （円） （用途地域）

I 4 - I -11: 185 340、000 62,900,000 （第 2種中高層）

2 8 -¥2)-(/¥) 149 293,000 43,657,000 ※（第 1種 低 層）

62-(11 353 365,000 128,845,000 文（準住 居）

62-(21 184 248,000 45,632,000 （平 住 居）

101-1 -(I) I, 182 321,000 379,422,000 斉（第 2種中高層）

184-2 -ill 231 284,ODO 65,604,000 （第 1種低層）

7 188-1 I) 218 353,000 76,954,000 玄（第 2種中扁陪）

8 190- 1-(1)-（口） 155 290,000 44,950,000 ※（第 1種低層）， 202-:2)-（イ） I 61 234,000 37,674,000 ※（第 1種低層）

10 219-12)-（口） 178 254,000 45,212,000 （第 1種低層）

II 219-12)-(1¥) 178 254,000 45,212,000 （第 1種低J科）

12 224-(I)-（ホ） 146 306,000 44,676,000 ※（第 1種低陪）

13 224-(2)-（イ ） 128 275,000 35,200,000 ※（第 1種 低層）

14 224-(2)-（二） 175 238,000 41,650,000 （第 1種 低層）

（注）備考憫1こ※印がある区画につ いては、自己居住用住宅用地として制限します。
備考欄に合印がある区画については、事業用地と して制限 します(

J R中央線 至日野駅

整理
保留地番号

面積 単 価 処分価格
備（用途地，域`考） 番号 (m') （円/m') （円）

126-(1) 186 264,ODO 49, I 04、000 （第 1種低層）
’e~ ::~ :Sヽe入<な~ 

127-(11 129 264,000 34,056,000 ※（第 1種低層）

3 138- 2 -(21 264 273,000 72,072,000 （第 1種低層）

4 144ー (I)-（イ ） 149 264,000 39,336,000 ※（第 1種低層）

（注）備考欄に※印がある区画については、 自己居住用住宅用地とし て制限 します。

保留地番号
面積
(m') 

13-11) 

19-12) 

23-{1I 

25- | -! |） 

25-2-(1) 

26-I l) 

32-11) 

42-11) 

43-| -（1) 

I 79 

150 

180 

219 

162 

203 

207 

197 

120 

330,000 

314,000 

3 I 4,000 

297,000 

3 IO, 000 

278、000

317,000 

292,000 

297,000 

， 稚園

ュ―-竺＝二Iし‘/

＝＝＝＝ョ4泣：橋
と：ミ芯 巨::::: 至

戸 上一塁
京3::.喋 贔

処分価格

（円）

備 考

（用途地域）

59,070, ODO 

47、I00, 000 

56,520,000 

65,043、000

50、220,DOD 

56,434,ODO 

65,619、000

57,524、ODO

35,640,000 

（第 1種住居）

※（第 1種低層）

（第 1種低層）

（第 1樟低層）

※（第 1種低層）

（第 1種低層）

（第 1種低層）

（第 1樟低庖）

※（第 1種低層）

（；主）備考欄に※印がある区画については、自己居住用住宅用地として制限します。
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保
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公
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区
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②
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＊
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＞
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①
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分

離
は
、
分
離
前
の
世
帯
と
同
一
世

帯
と
し
ま
す
）

施
行
区
域
内
（
図
3
参
照
）

▽
面
積
・
価
格
1
1
表
3
の
と
お
り

▽
申
込
資
格
1
1
代
金
の
支
払
い
能

力
が
あ
る
個
人
（
法
人
は
↑
可
）

▽
"注意
1
1
①
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②
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、
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一
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と
し
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以
上
▽
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選
日
時
1
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8
月
6
日

困
①
万
願
寺
地
区
・
・
・
午
前
10
時
か

ら
②
血
苗
南
地
区
…
午
後
1
時
30

分
か
ら
③
高
幡
地
区
・
・
・午
後
3
時

か
ら

▽
抽
選
会
場
1
1
市
役
所
5
隋

505
会

議
室

※
今
回
、
申
し
込
み
の
な
か
っ
た

区
画
及
び
契
約
辞
退
等
の
あ
っ

た

区
画
は
、
随
時
処
分
し
ま
す
。

＞
問
合
せ
先
1
1
区
画
整
理
第
1
課

ff
内
線
315
.316

夏
休
み
昆
虫
教
室
出
g

雑
木
林
や
河
原
に
ど
ん
な
虫
が

▽
会
場
1
1
自
然
体
験
広
場
ほ
か

い
る
か
探
し
ま
す
。
山
の
観
察
と
▽
講
師
1
1
矢
島
稔
氏
（
東
京
動
物

飼
い
方
の
話
も
あ
り
ま
す
。
固
協
会
常
任
理
事
）

▽
日
時
1
1
7

月
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日
因
午
前
9
時

▽

対
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1
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小
学
生
sO
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（
先
着
順
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分
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1
1
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分
※
雨
天
中
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▽
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込
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1
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野
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緑

▽
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仲
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供
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進
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出演者を事前に募集する市民文化祭の催し

市民会館 I団体36人以内、 2曲まで 7月31日 電話で、岡本（ff86• 7132)へ

10月10日 七生公会堂 1人絶句以内。費用千円（昼食代等） 8月 1日 郵送で、必要事項、吟題、作者、流派を記入し、費用を添
スて、小室義雄(〒 191豊田3の28の20云81・6457)へ

10月10日→
・ 12日→
・ 19日→

市民会館
七生公会堂
市民会館

10日は新舞踊
12日は古典研究会
19 日は古典•新舞踊

7月31日

往復ハガキで、参加部門、必要事項、演目を記入し、古
典研究会は左門左兵衛(〒|91 多竺平 lの5の12の305
ff83 ・ 8074)、ほかは及川きん子(Tl91 多摩平団地169の
2ff81 ・ 4963)へ

II月9日

独唱、独奏、重奏ほか。独唱 8分、独奏10分以
内（時間厳守） 8月15日

18歳以上。歌謡曲、演歌、ポピュラー。カセ ッ
トアープ持参。賞用千円

8月30日

ジャズ、ポピュラーのグループ。
先着 8-10団体

8月15日

II月9日 七生公会堂 独唱、独奏、重奏ほか。独唱 8分、独奏 10分以
内（時間厳守）

8月15日

往復ハガキで、参加部門、必要事項、 曲名、作詞作曲家
名、演奏時間（何分何秒まで）を記入し、多田光太郎(〒 |91
豊田4の30の6
合 92・ 3131昼

問）へ

◄

手
品
（
昨年
）

I演目 5分以内 7月31日
郵便で、必要事項、演題、内容を記入し、早瀬凡夫(〒191
多摩平3の 1の231の204云82・ 3247)へ

市内在住・在勤者で構成する合唱団。
7月19日に説明会

8月15日 電話で、蓼沼(ff84・ 0059)へ

10月26日 七生公会堂 独吟、仕舞、はやし等 5分以内 8月30日
電話で、宝生・・・大久保(ff83・ 4646)、金剛・・・谷村（合44・
7578)、観世…清成（ff92・ 2969)へ

果
を
、
発
揮
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
別
表
の
ほ
か
に
も
、

参

観
・
見
学
が
自
由
な
催
し
や
、
当

11月 2日 団体 7月25日 電話で、矢野（云92・ 0519)へ

11月23日

団体 7月25日 電話で、吉田（云83・ 1253)へ

団体 8月 1日
ハガキで、 団体名、出場者名、曲名を記入し、平照雄(〒191
上田487云84・ 1348)へ

作品を事前に募集する市民文化祭の催し

10月31日
-II月2日

洋画、 日本画、版画、彫刻。 1人 1点30号以下
絵画は額装、つり金具を付け、裏面に氏名、題名、
号数を記入

1人 1点、 60X60X60cm以内

1人 I瓶

18歳以上の市内在住・在勤者 1人 1点。半切以
下軸装、額装 3分の l以下

9月30日

8月24日

10月19日

ハガキで、必要事項、題名、 号数、種類を記入し、土方
洋(〒191東豊田3の24の5TKヒル2-101ff87・ 5170)へ。
10月7日午前10時～正午に会場へ搬入。

電話で、井上（云92・ 0670夜間）へ。10月10日午前 9時～
9時30分に会場へ搬入

電話で、朝倉（六82・ 0327)へ。10月17日に生け込み

電話で、伊野（云81 • 1912)へ

中央福祉セ
ンター

1人 2点以内 9月30日 電話で、小山(ff85・ 1378)へ

ID月31日
~1 1月2日

高幡不動尊 兼題当季雑詠 3句。賞用千円。 8月31日 郵便で、必要事項、費用を添えて、矢島艶子(〒191 栄
町4の11の9ff83・ 2184)へ

日
日

ー

3
月

一
市民会館 4ツ切り（カラー、白黒不問） 1人3点以内 10月10日 作品裏面に、必要事項、題名を記入し、吉田文雄(〒191

多摩平6の12の8合81・ 2407)へ ▲高齢者作品展（昨年）

日
日

1

3

 

月

一

市役所IOI
会議室

1人 2点以内 9月15日 電話で、田中（云83・ 2323)へ。10月31日に搬入と審査

日
日

1

3

 

月
一

市役所前市
民プラザ

盆養、だるま、福助作り、切り花、大菊
（花首～花器の底が50cm以内）

10月30日 電話で、大貫(ff8I ・ 5942)へ

日
日

8

9

 

月
・ 市民会館 VHS、 8ミリピデオ。テーマ自由、 12分以内 10月31日 電話で、浅尾(ff84・ 9713)へ

日
日

2

6

 

月
～

題自由。五言絶旬か七言絶句 2首以内
(I首は日野に関するもの）

第
35
回
日
野
市
民
文
化
祭
の
う

ち
、
出
演
者
と
作
品
を
募
集
す
る

催
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
「
日
野
市

民
文
化
祭
」
は
、
市
民
が
つ
く
る
芸

術
文
化
の
祭
典
。
日
野
市
民
文
化

祭
運
営
委
員
会
と
生
涯
学
習
課
を

中
心
に
行
わ
れ
ま
す
。
あ
な
た
も
、

趣
味
や
特
技
な
ど
の
日
ご
ろ
の
成

日
参
加
の
催
し
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て

は、

本
紙
9
月

15
日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

＠
お
や
つ
作
り
「
栄
養
た
っ
ぷ
り

セ
サ
ミ
ク
ッ
キ
ー
」

▽
日
時

1
1
2
日
午
後

2
時

30
分

S
4
時

▽
対
象

11小
学
生
以
上

20
人
※
申

し
込
み
を

▽
費
用

11150円

▽
持
ち
物

11
エ
プ
ロ
ン
、
ハ
ン
ド

タ
オ
ル
、
三
角
布

⑥
よ
う
じ
の
自
由
あ
そ
び
の
日

▽
日
時

1
1
3
日
・

10
日
午
前
10
時

S
正
午

▽
対
象
11幼
児

⑥
手
話
教
室
1
日
体
験

(16
日）

は
問
い
合
わ
せ
を

＠
チ
ピ
ッ
コ
お
い
で
よ

▽
日
時

1
1
8
日
午
前
10
時
S
11
時

▽
対
象

11乳
幼
児
と
保
護
者

＠
お
ば
け
や
し
き
実
行
委
員
会

▽
日
時

1115
日
午
後

3
時

30
分

S
4時
30
分

▽
対
象

11小
4
S中
学
生

20
人
※

実
行
委
員
募
集
。
申
し
込
み
を

⑥
夏
休
み
工
作
①
「
可
愛
い
宝
箱
」

(
6
日
・

7
日
）
②
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
ゲ
ー
ム
を
作
ろ
う

(11
日
）
③

ア
ン
ダ
リ
ア
で
作
る
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ケ
ー
ス

(18
日
・

19
日
）
＠
夏
休

み
電
気
教
室
つ
く
っ
て
み
よ
う

(30
旦
は
問
い
合
わ
せ
を

＠
よ
う
じ
の
つ
ど
い

▽
日
程
・
対
象

11
2
日
：2
S
3

歳
児
と
親
／
3
日・・・
1
歳
児
と
親

/
9
日
・
・
・
合
同
で
7
月
の
誕
生
会

▽
時
間
11午
前
10
時
30
分
S
1
1時

30
分 も

ぐ
さ
だ
い
児
童
館

6
9
1
.
7
0
0
1
 

中央図書館

未発表の短歌 2首

10月10日

8月24日

垂例更で、必要事項、作品を記入し、丸山茂彦(〒191豊
田2の55の17云81• 0086)へ

ハガキで、必要事項を記入し、田中紀子(〒191 宮248
ff81 ・ 3633夜間）へ

市民の文学作品。自分史、随筆、短詩型文学など
の自賣出版物、同人誌、日野の歴史に関する記録

10月31日 電話で、困部（云83・ 9710)へ

作品数の制限なし 9月23日 電話で、鈴木（云91・ 5545)へ

あ
さ
ひ
が
お
か
児
童
館

6
8
3
.
4
3
4
6
 

第35回

①氏名（ふりがな）
②住所
③電話番号
※このほかの必要事項は、別表の申

込方法をごらんください。

生涯学習課
匹内線532

し
ん
め
い
児
童
館

6
8
3
.
6
5
8
8
 

／ ＇ 

I 

ひ
の
児
童
館

6
8
1
.
7
6
7
5
 

み
さ
わ
児
童
館

6
9
1
.
3
4
5
6
 

ひ
ら
や
ま
児
童
館

6
9
2
.
6
8
1
1
 

⑥
ミ
ス
テ
リ
ー
大
会
実
行
委
員
会

▽
日
時

1117
日
午
後
2
時
S
4
時

▽
対
象

11小
4
以
上
※
申
し
込
み

を⑥
つ
く
ろ
う
／
．
ミ
ラ
ク
ル
キ
ュ
ー

プ

(
2
日
）
は
問
い
合
わ
せ
を

＠
暑
中
見
舞
い
の
ハ
ガ
キ
を
つ
く

ろ
う

▽
日
時

11
2
日
S
4
日
午
後

3
時

s4時
＠
ド
ラ
え
も
ん
の
グ
ー
グ
ー
ま
く

ら
を
つ
く
ろ
う

▽
日
時

1112
日
午
前
10
時
S
1
1時

30
分
と
午
後
1
時
30
分
S
3時

▽
対
象

11小
学
生
各
10
人
※
申
し

込
み
を

▽
費
用

11300
円

＠
チ
ピ
ッ
コ
あ
つ
ま
れ

(
7
日）

＠
お
ば
け
や
し
き
実
行
委
員
募
集

(31
日
）
は
問
い
合
わ
せ
を

＠
七
夕
か
ざ
り

▽
日
時

1
1
4
日
午
後

3
時

S
4時

30
分

▽
対
象

11小
1
以
上

15人

＠
お
り
が
み

▽
日
時

1114
日
午
後
3
時
S
4
時

30
分

▽
対
象

11小
1
以
上
10
人

＠
北
風
修
理
屋

S
お
も
ち
ゃ
の
修

理

(
4
日
）
＠
も
り
も
り
と
あ
そ

ぽ
う

(17
日
）
は
問
い
合
わ
せ
を

＠
お
り
紙
「
し
ゅ
り
剣
」

▽
日
時
1112
日
午
後

3
時
S
4
時

▽
対
象

11小
1
以
上
10
人
※
申
し

込
み
を

⑥
小
枝
で
つ
く
る
壁
か
け

▽
日
時

11
28
日
午
後
3
時

S
4
時

▽
対
象

11小
1
以
上
20
人
※
申
し

込
み
を

⑥
フ
ー
セ
ン
動
物
づ
く
り

(
3
日）

⑥
お
ー
ち
ゃ
ん
の
ス
ラ
イ
ム

(31

日
）
は
問
い
合
わ
せ
を

｝ 
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古
藩
が
生
ま
れ
変
わ
る

リ
フ
ォ
ー
ム
靱
室

※

申

し

込

み

を

。

に

伝

え

る

こ

と

が

私

た

ち

の

使

命

＠

融

け

合

う

響

き

で

す

。

あ

な

た

の

戦

争

体

験

を

ほ

ピ
ア
ノ
デ
ュ
エ
ッ
ト
ん
の
少
し
、

1
枚
の
ハ
ガ
キ
に
書

1
台
の
ピ
ア
ノ
を
二
人
で
弾
く
い
て
送
っ

て
く
だ
さ
い
。
絵
や
短

ピ
ア
ノ
デ
ュ
エ
ッ
ト
。
歌
、
詩
な
ど
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

サ
レ
ル
ノ
音
楽
祭
デ
ュ
オ
部
門
醍
名
で
も
結
構
で
す
。

第
1
位
に
入
賞
し
た
演
奏
者
の
妙
▽
送
付
先
1
1
7
月
30
日
困
ま
で

技

を

お

楽

し

み

に

。

に

、

日

野

市

中

央

公

民

館

「

一

枚

▽
日
時
1
1
7
月
12
日
3
午
後
2
時
の
は
が
き
」
係
(
〒

191
日
野
本
町

か
ら

7
の
5
の
23)

へ

＠
国
際
理
解
講
座
②
「
だ
れ
も
語
▽
会
場
ll七
生

公

会

堂

＠

公

民

館

映

画

会

ら
な
か
っ
た
ペ
ト
ナ
ム
」

▽

曲
目
11
幻

想

曲

（

シ

ュ

ー

ベ

ル

「

大

い

な

る

幻

影

」

ベ
ト
ナ
ム
の
茶
菓
を
楽
し
み
な
卜
）
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
狂
詩
曲
第
2
番
第
一
次
世
界
大
戦
中
、
撃
墜
さ

ほ
り
よ

が
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史
・
社
会
・
（
リ
ス
ト
）
ほ
か
れ
た
仏
軍
機
の
捕
虜
と
収
容
所
の

文
化
、
日
本
と
の
関
係
な
ど
を
学
▽
演
奏
11斉
藤
昭
彦
、
斉
藤
美
紀
独
軍
と
の
間
に
友
情
が
…
。
国
籍

ん

で

み

ま

せ

ん

か

。

▽

定

員

11300
人
（
先
着
順
）
を
超
え
た
人
間
の
交
流
と
い
う
別

▽
日
時
1
1
7
月
12
日
山
午
後
2
時

※

申

し

込

み

を

。

の

視

点

で

戦

争

を

描

き

、

ヨ

ー

ロ

S

4
時

＠

戦

争

体

験

談

募

集

ッ

パ

統

合

が

進

ん

だ

今

、

再

評

価

▽
講
師
11
俊
野
倫
雄
氏
、
グ
エ
ン
・
わ
た
し
の
戦
争
体
験
談
④
さ
れ
て
い
る
作
品
（
白
黒
105
分）。

テ
ィ
・
タ
ン
・
ト
ウ
イ
氏

s
一
枚
の
は
が
き
か
ら
S

▽
日
時
1
1
7
月
26
日
3
午
前
10
時

▽
定
員
1150
人
（
先
着

順

）

戦

争

を

経

験

さ

れ

た

方

も
高
齢
か
ら
と
午
後
2
時
か
ら

▽
費
用
11300
円

（
茶
菓
子
代
）
に
達
し
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
生
▽
監
督
11
ジ
ャ
ン
・
ル
ノ
ワ
ー
ル

▽
協
力
11
日
野
国
際
友
好
ク
ラ
ブ
の
体
験
談
を
次
の
世
代
の
人
た
ち
▽
出
演
11
ジ
ャ
ン
・
ギ
ャ
バ
ン
、
ピ

-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-＝=＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＿ 

夏
休
み
親
子
工
作
講
座

水
に
浮
か
べ
て
遊
ぼ
う
I

．ー
~

紙
コ
ッ
プ
や
牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
学
生
の
み
の
参
加
も
可

身
の
回
り
の
材
料
で
水
に
浮
か
べ
▽
持
ち
物
11
は
さ
み
、
牛
乳
パ
ッ

て
遊
ぶ
お
も
ち
ゃ
（
小
学
校
低
学
ク
1
個
、
発
泡
ト
レ
ー

2
枚
程
度

年
向
き
）
を
作
り
ま
す
。
夏
休
み
の
▽
申
込
み
先
11生
活
課

(
6
8
1
.

工
作
の
ヒ
ン
ト
に
も
な
り
ま
す
。

4
1
1
2
)

ぜ
ひ
t
J
参
加
く
だ
さ
い
。

ol'u

▽
日
時
1
1
7
月
31
日
困
①
午
前
10

時
S
1
1
時
30
分
／
②
午
後
6
時
30

分
S

8
時

▽
会
場
11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
11
小
学
生
と
親
各
回
20
人

（
先
着
順
）
※
①
の
ク
ラ
ス
は
小

古
着
を
裂
い
て
織
る
、
テ
ー
ブ

ル
マ

ッ
ト
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
タ

ン
ス
に
眠
っ
て
い
た
洋
服
が
す
て

き
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

／
．
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ょ

▽
日
時
1
1
7
月
9
日
困
・

10
日
困

7

午
後
1
時
30
分
S
4
時

る遊

▽
会
場
11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

も

▽
定
員
1113
人
（
先
着
順
）
※

2

ろ
日
問
参
加
で
き
る
方

でふ

▽
持
ち
物
11
木
綿
の
古
着
、
は
ぎ

れ
、
フ
ォ
ー
ク
、
は
さ
み
、
牛
乳

ぉ▲
 

パ
ッ
ク
2
個

※
2
歳
以
上
の
保
育
あ
り
。

7
月

なに全t̂
浸よよし

申し込みは

合 81-7580ヘ

"",, 

エ
ー
ル
・
フ
レ
ネ
ー
、
エ
ー
リ
ッ
て
く
だ
さ
る
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ト
ロ
ハ
イ
ム
を
募
集
し
ま
す
。

ほ

か

▽

合

宿

日

程

IIA
班
…
7
月
25
日

▽
定
員
11
各
回
60
人

画

S
2
6
日

g
/
B
班
…
26
日

g

※
申
し
込
み
を
。

1
歳
児
か
ら
末

S
2
7
日
⑲

就
学
児
ま
で
事
前
申
し
込
み
制
で
※

A
.
B
班
両
方
参
加
も
可
。
な

8

人

の

保

育

あ

り

。

お

、

参

加

者

は

7
月
6
日
回
の
合

＠

障

害

者

青

年

学

級

宿

オ

リ

エ

ン

テ

ー

シ

ョ

ン

に

出

席

夏
期
合
宿
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
し
て
く
だ
さ
い
。

日
野
市
障
害
者
青
年
学
級
は
、
▽
宿
泊
先
11
八
ヶ
岳
高
原
大
成
荘

障
害
者
と
健
常
者
が
お
互
い
の
理
▽
費
用
1
1
2
千
500
円

解
を
深
め
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
※
申
し
込
み
を
。

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
学
級
以
上
明
記
の
な
い
も
の
▽
会
場

が
行
う
夏
期
合
宿
を
お
手
伝
い
し

11
中
央
公
民
館

•————— 
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市
所
有
美
術
作
品
殷

日
野
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
美
術
▽
作
品
11
故
・
小
島
善
太
郎
氏
（
独

家
の
作
品
を
展
示
・
公
開
し
て
い
立
美
術
協
会
）
、
故
・
斉
藤
紅
一
氏

る
「
市
所
有
美
術
作
品
展
」
。
今
月
（
同
協
会
）
、
故
・
漆
畑
廣
作
氏
（
日

か
ら
展
示
作
品
が
替
わ
り
ま
す
。
本
水
彩
画
協
会
）
、
大
坪
重
周
氏

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
（
日
展
）
、
今
村
昭
寛
氏
（
一
創
会
）

▽
日
時
1
1
7
月
6
日
S

9
月
28
日

の

作

品

の
毎
週
日
曜
日
午
前
10
時

S
午
後
▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
文
化
・
ス
精
神
薄
弱
者
通
所
更
生
施
設

4
時

ポ

ー

ツ

振

興

協

会

（

生

涯

学

習

課

「

日

野

市

立

は

く

ち

ょ

う

学

園

」

卜
▽
会
場
11
南
乎
小
（
開
放
教
室
）
内
6
8
2
.
7
1
1
1
)

で
は
、
第
10
回
は
く
ち
ょ
う
ま
つ

い
、
ニ
―
―
―
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_
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▽
講
師
11
渡
辺
多
加
子
氏
（
国
民
※

2
歳
以
上
の
保
育
あ
り
。
7
月

マ五

ぉ

い

し

い

水

生

活

セ

ン

タ

ー

）

応

日

g
ま
で
に
申
し
込
み
を
。

一

に

つ

い

て

▽
定
員
1120
人
（
先
着
順
）

▽
申
込
み
先
11
生
活
課

(
6
8
1
.

5

ぶ
話
と
テ
ス
ト
S

▽
持
ち
物
11
調
べ
た
い
水

4
1
1
2
)

り
水
が
ま
ず
い
、
安
全
性
が
心
配

織
な
ど
の
理
由
で
浄
水
器
や
ミ
ネ
ラ

き裂
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
を
買
っ
た
り
し
て

▲
い
ま
せ
ん
か
？
最
近
の
水
事
情
の

話
や
簡
易
テ
ス
ト
を
し
ま
す
。

3
日
困
ま
で
に
申
し
込
み
を
。
▽
日
時
1
1
7
月
23
日
困
午
後
1
時

▽
申
込
み
先
11
生
活
課

(
6
8
1
.
4
3
0
分
S

3
時
30
分

1
1
2
)

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

・ヽヽ
‘、・ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘、ヽ
ヽ`

‘ヽヽ
｀ヽ
‘ヽ
‘ヽ
｀ヽ
｀ヽ
｀ヽ
‘ヽ
‘、・ヽ
‘ヽ
‘ヽ
‘ヽ
｀ヽ
‘、

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

小
、
中
学
生
や
ご
家
族
連
れ
の

参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

▽
日
時
1
1
7
月
13
日
⑲
午
前
9
時

30
分
S
午
後
3
時
30
分
（
百
草
園

梅
園
前
の
八
幡
下
公
園
に
集
合
）

※
当
日
自
由
参
加
。
雨
天
中
止

▽
持
ち
物
11筆
記
用
具
、
弁
当
※

歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
を

▽
問
合
せ
先
11
生
活
課

(
6
8
1
.

4
1
1
2
)
 

百
草
園
周
辺
の
身
近
な
歴
史
を

た
ど
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

お
地
蔵
さ
ま
が
語
っ
て
い
る
こ
と

を
簡
単
な
方
法
で
読
み
取
っ
た
り

三沢中学校区探検隊

わがまち
ウオッチング

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
(
7
月）

▽
日
程
・
内
容
・
担
当
団
体
11
別

時

30
分
に
生
活
の
広
場
（
生
活
・
保

表

の

と

お

り

健

セ

ン

タ

ー

前

）

で

／
廃
食
油
か

▽
時
間
・
会
場
11
石
け
ん
の
販
売
、
ら
の
石
け
ん
づ
く
り
・
・
・
午
後
2
時

資
源
回
収
…
午
後
0
時
30
分
S

2

S

3

時
に
回
転
市
場
（
多
摩
平
中

央
マ
ー
ケ
ッ
ト
内
）
で
※
参
加
の

方
に
は
、
廃
食
油
石
け
ん
を
差
し

上
げ
ま
す

日野市消贄者運動連絡会
081-4|12（生活鰈）

資源回収 第一生活学校
（ぴん、缶、新聞紙、 ft81-0265 

雑誌、古布、段ポ 市民自治学園 O B会
ール、牛乳パック） ft85-1308 

廃食油からの ひの市底リサイクルショップ

石けんづくり
回転市珊
鸞鸞87-8707多庫平4-10

濠 7月の中古衣類販売はお休みです。また、石けん販売は 8月
から第 2木曜日に実施します。

7

月
3

日
困
•
4

日
画
・8
日

図
•
9

日
困
・1
0日
困
・1
1日
固
の

午
後
4
時
か
ら
6
時
ま
で
児
童
水

泳
入
門
教
室
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

大
変
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で

あ
ら
か
じ
め
こ
了
承
く
だ
さ
い
。

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

温
水
プ
ー
ル
か
ら

▽
日
時
11
月
曜
＼
金
曜
日
午
前

10
時

S
午
後
5
時

▽
会
場
11
日
野
市
教
育
相
談
室

．＇ 

ご
来
園
く
だ
さ
い

儲
ぐ
為
よ
う

g
つ

炒

納涼市民爵席

自然体験広場の空いている日

の利用団体を募集しています。

運営スタッフが野外炊事、野外

ゲーム等の援助もします。詳し

くは生涯学習課（も内線533)へ

り
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
1
1
7
月
13
日
同
午
前
10
時

S
午
後
3
時

▽
会
場
11
同
学
園
（
日
野
台
4
の

31
の
7
)

▽
内
容
11
各
種
作
業
の
展
示
、
模

擬
店
、
和
太
鼓
演
奏
ほ
か

※

J
R
豊
田
駅
北
口
、

J
R
日
野

駅
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
よ
り
無
料
送

迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
時
刻
等

は
問
い
合
わ
せ
を
。

▽
問
合
せ
先
11同
学
園

(6
8
4
.

8
7
0
0
/
F
A
X
8
4
.
8
8
9
9
)
 

10月24日（金
く主なレパートリー〉

真珠の首飾り
午後7時開演

ムーンライト・セレナーデ S席5,000円
茶色の小瓶ほか A席4,000円

※保育室あります。7月5日出午前 9時から
電話受け付け開始
※5日は電話予約のみ

柳
家
小
三
治
独
演
会

7
月
18
日
函
午
後
6
時
30
分
開
演

S
席

2
千
円
、

A
席

千

500
円

一①
子
ど
も
自
然
体
験
活
動

▽
日
程
1
1
7
月
13
日
同

▽
会
場
11檜
原
フ
ァ
イ
ト
村

▽
内
容
11
山
に
囲
ま
れ
た
川
で

自
然
を
楽
し
も
う
／
．

▽
費
用
11
小
学
生
2
千
円
、
中

学
生
以
上

3
千
円
（
交
通
費
、
食

費
、
保
険
料
ほ
か
）
※
当
日
徴
収

②
講
演
会

▽
日
時
1
1
7
月
19
日
山
午
後
2

時
S
4
時

▽
会
場
11
市
役
所
5
階
505
会
議

室▽
内
容
11
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

2
2
)
1
1
7
月
2
日
困
・
1
6
日
困

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
時
間
・

対
象
11①
午
後
3
時
：
・
幼
児
②

一
塁
書
館
の
功

お
は
な
し
会
贔
3
時
⑩
分
…
小
学
1
、
2

年
生
③
午
後
4
時
：
・
小
学
3
年

生
以
上

※
7
月
20
日
⑲
は
、
祝
日
の
た

め
図
書
館
は
お
休
み
で
す
。

▼
中
央
図
書
館

(
6
8
1
.
7
3

5
4
)
1
1
7
月
9
日
困
・

23
日
困

▼
高
幡
図
書
館

(
6
9
1
.
7
3

（
潤
徳
小
西
隣
、
市
立
教
職
員

研
究
室
内
）

▽
対
象
ー
98年
度
か
ら
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
入
学
予
定
ま
た
は

小
・
中
学
校
在
学
で
相
談
を
受

-

i
』

擁
護
委
員
活
動

委

嘱

に

つ

い

て

同

意

▽
第
20
期
日
野
市
社
会
教
育
委

員
の
委
嘱
に
つ
い

て

同

意

▽
日
野
市
遺
跡
調
査
会
会
長
及

ぴ
専
務
理
事
の
委
嘱
に
つ
い
て

同
意

97
年
度
日
野
市
教
育
委
員
会

第
3
回
定
例
会
が
6
月
4
日
に

開
か
れ
次
の
議
案
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

⑥
審
議
事
項

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
職
員
人

事

に

つ

い

て

同

意

▽
日
野
市
立
学
校
学
校
医
等
の

-I

.

 唖
報
告
事
項

▽
要
保
護
・
準
要
保
護
児
童
生

徒
数
認
定
状
況
に
つ
い
て
ほ
か

3
件次

回
の
定
例
会
は
、

7
月
9

誓
10

時
に
開
催
予
定
で
一

す。

し

（
教
育
委
員
会
庶
務
課
）

・i

づ
く
り
「
子
ど
も
の
人
権
専
門

委
員
」
の
活
動
と
課
題

▽
講
師
11
平
清
太
郎
氏
（
子
ど

も
人
権
専
門
委
員
）

③
地
域
巡
回
相
談

子
ど
も
の
人
権
問
題
を
は
じ

め
高
齢
者
な
ど
の
人
権
に
つ
い

て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
日
時
1
1
7
月
6
日
⑲
午
後
1

時
S
4
時

▽
会
場
11東
部
会
館

以
上
▽
問
合
せ
先
11広
報
課

市
民
相
談
担
当

(
6
8
5
.
2
0

0
0
)
 

け
た
い
お
子
さ
ん
※
秘
密
厳
守

▽
申
込
み
先
11
日
野
市
教
育
相

談
室

(
6
9
2
.
0
5
0
5
)

▽
問
合
せ
先
11指
導
室
6
内
線

ー2
 

5
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1997年（平成9年）7月1日
第922号 て’‘ (8) 

市役所
代表電話

雲 85-1111

凡
↓§ない

■昼
食
作
り
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

▽
心
身
障
害
者
通
所
訓
練
施
設

「ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
•
お
ち
かわ

屋
」
で
週
1
回
、7

S
8
人
分
の
昼

食
を
作
れ
る
方
を
募
集
▽
問
合
せ

先
11同
施
設

(6
9
2
.
0
6
0
1
)

■日
野
療
護
園
「
ふ
れ
あ
い
盆
踊

り
」
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

▽
盆
踊
り
日
程
11
8
月
23
日
▽
内

容
11
入
園
者
の
付
き
添
い
、
イ
ベ

ン
ト
の
手
伝
い
▽
会
場

・
問
合
せ

先
11同
園

(6
93
.
2
4
2
1
)

■1
`
2
歳
児
無
料
儘
康
診
断

▽
日
時
11毎
月
第
3
火
曜
日
午
前

10
時
S
11
時
※

8
月
を
除
く
▽
内

容
11身
体
測
定
と
小
児
科
医
師
の

健
康
診
断
▽
会
場

・
申
込
み
先
II

日
野
わ
か
ば
保
育
園

(6
93
.
5

5
5
1
)
 

■日
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
入
会
説
明
会

▽
日
時
1
1
7
月
4
日

・
15
日
午
前

9
時
30
分
か
ら
▽
会
場
11市
立
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
II

シ
ル
バ
ー
体
験
記
、
概
要
説
明
▽

問
合
せ
先
11
同
セ
ン
タ

ー

(6

81
.
8
1
7
1
)
 

■た
す
け
あ
い
ワ
ー
カ
ー
ズ

”B
e
す
け
っ
と
“
説
明
会

▽
日
時

11
7
月

7
日
午
前

10
時

S
正
午
▽
会
場
11落
川
都
営
住
宅

地
区
セ
ン
タ
ー
※
同
会
は
非
営
利

の
家
事
援
助
ほ
か
の
サ
ー
ビ
ス
グ

ル
ー
プ
▽
問
合
せ
先
11
同
会
(
6

85
.
3
9
3
9
)
 

■多
摩
テ
ッ
ク
「
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ

ン
プ
ー
ル
」
ご
招
待
デ
ー

▽
7
月
31
日
ま
で
に
広
報
ひ
の
7

月
1
日
号
を
持
参
の
方
は
、

5
人

ま
で
入
園

・
プ
ー
ル
遊
泳
料
が
無

料

(1
人
1
回
限
り
）
※
ス
ラ
イ

ダ
ー
プ
ー
ル
を
除
く
▽
問
合
せ
先

11
日
野
市
観
光
協
会
6
市
役
所
内

線
204

■バ
ザ
ー
に
物
品
提
供
を

▽
心
身
障
害
児
通
所
訓
練
施
設

「ひ
ろ
ば
サ
ラ
イ
」
の
バ
ザ
ー
に

雑
貨
、
食
品
、
新
品
同
様
の
衣
類

の
提
供
を
※
取
り
に
伺
い
ま
す
▽

問
合
せ
先
11
同
施
設

(6
85
.
6

6
0
1
午
後
1
時
S
5
時）

~
 

肉
げ
，
ぅ

唖
平
成
9
年
度
採
用
日
野
市
職
員

（
歯
科
衛
生
士
）

▽
対
象
11
昭
和
46
年
4
月
2
日
以

降
生
ま
れ
の
有
資
格
者
▽
募
集
人

数
1
1
1
人
▽
提
出
書
類
11①
所
定

の
試
験
申
込
書

（
市
役
所
4
階
職

員
課
、
七
生

・
多
摩
平
両
支
所
で

配
布
）
②
最
終
学
歴
の
卒
業
証
明

書
と
成
績
証
明
書
③
資
格
取
喝
証

明
書
▽
応
募
方
法
11
7
月
10
日

・

11
日
午
前
9
時

S
正
午
、
午
後
1

時
S
4
時
に
市
役
所
4
階
職
員
課

へ
本
人
が
持
参
▽
試
験
日
1
1
7
月

22
日
▽
問
合
せ
先
11職
員
課
6
内

線
441

唖
日
野
市
臨
時
職
員
（
保
健
婦
）

▽
対
象
1150
歳
く
ら
い
ま
で
の
有

資
格
者
▽
募
集
人
数
11
若
干
人
▽

勤
務
内
容
11
乳
幼
児
健
診

．
訪
問

指
導
等
※
勤
務
日
時
、

賃
金
等
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を
▽
応
募
方
法

1
1
7
月
11
日
ま
で
（
土
曜

・
日
曜

日
を
除
く
）

に
履
歴
書
（
写
真
添

付）、
資
格
証
明
の
写
し
を
職
員
課

(6
内
線
442)
へ
本
人
が
持
参

■東
部
会
館
、
生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
温
水
プ
ー
ル
監
視
員

▽
対
象
11
18
歳
s
3
0
歳
く
ら
い
で

2
種
目
で
100
訂
以
上
泳
げ
る
健
康

な
方
※
高
校
生
不
可
※
面
接
日
時

等
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
▽
問
合

せ
先
11東
部
会
館

(6
83
.
4
3

1
1
)、
生
活
・保
健
セ
ン
タ
ー
(
6

.
0
0
0
2
)
 

2
 

8
 ■障

害
者
共
同
作
業
所
パ
ー
ト

▽
勤
務
内
容
11
調
理
補
助
、
配
達

な
ど
▽
対
象
11市
内
在
住
の
普
通

運
転
免
許
所
有
者
▽
募
集
人
数
11

2
人
▽
賃
金
11時
給
800
円
※
交
通

費
別
途
支
給
。
勤
務
日
時
等
詳
細

は
閂
い
合
わ
せ
を
▽
問
合
せ
先
II

あ
ん
だ
ん
て

(6
81
.
3
0
7
2

午
後
1
時
以
降
）

▽
締
め
切
り
は
、

1
日
号
が
前
月

15日
（必
着
）、
15日
号
が
前
月
末
日

（同
）
で
す
。

な
お
、
締
め
切
り
日
が
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の
前
日
に
な
り
ま
す
。

■ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

ご
現
代
史
講
座
「
ア
ジ
ア
の
人
々

と
の
真
の
交
流
に
向
け
て
」

▽
日

時
1
1
7
月
7
日
午
後
7
時
S
9
時

と
7
月
13
日
午
前
10
時

S
正
午
▼

赤
外
線
で
動
く
自
動
車
を
つ
く
ろ

う
▽
日
時
1
1
8
月
25
日
午
前
9
時

S
午
後
5
時
▽
対
象
11
小
学
3
年

生
以
上
▽
費
用
1
1
7
千
円
（
税
別
）

▼
木
を
使
っ
た
自
由
工
作
▽
日
時

11
8
月
2
9
日

・
30
日
午
後
1
時
30

分
S

4
時

▽
対
象

1
1
4
歳
児
S

小
、
中
学
生
▽
費
用
1
1
3
千
800
円

（
税
別
）

▼
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

▽
日
時
11
7
月
3
日

・
5
日

・
10

日
午
後
7
時
S
9
時
▽
費
用
11
1

回
千
円
、

3
回
2
千
800
円
※
シ
ン

グ
ル
歓
迎
▼
韓
国
の
心
を
歌
う
コ

ン
サ
ー
ト
▽
日
時
11
7
月
6
日
午

後
7
時
か
ら
▽
出
演
11
戸
田
志
香

▽
費
用
11前
売
り
千
500
円
、
当
日

千
700
円
▼
3
歳
児
親
子
教
室
▽
日

時
11毎
週
月
曜

・
金
曜
日
午
前
9

時
40
分
S
1
0
時
40
分
▽
内
容
11絵

か
き
、
制
作
ほ
か
▽
費
用
11
月
8

千
500
円
（
税
別
）

▼
夏
休
み
子
ど

も
手
品
教
室
▽
日
時
11
8
月

4

日

・
5
日

・
6
日
午
前
10
時

S
正

午
▽
対
象
11小
、
中
学
生
▽
費
用

1
1
3
千
円
（
税
別
）

以
上
▽
会
場
11
同
セ
ン
タ
ー
▽

問
合
せ
先
11
同
セ
ン
タ

ー

(6

.
3
1
3
6
)
 

2
 

8
 逗

も
ょ
お
レ

■明
彩
会
「
土
曜
ク
ラ
プ
」

ア
ク
リ
ル
画
展

▽
日
時
11
7
月
1
日
S
6
日
午
前

10
時

S
午
後
5
時
30
分
▽
会
場
11

と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
問
合

せ
先
11広
沢

(6
83
.
3
2
8
8
)

■社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

▽
日
時

1
1
7
月

5
日
午
後

4
時

¥
8時
▽
会
場
11東
部
会
館
▽
費

用
11千
500
円
※
モ
ダ
ン
、
ラ
テ
ン

の
デ
モ
あ
り
▽
問
合
せ
先
11
日
野

市
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
連
盟
（
阪
田

6
83
.
9
9
8
8
)
 

■日
野
保
育
園
バ
ザ
ー

▽
日
時
1
1
7
月
6
日
午
前
10
時

S
午
後
2
時
▽
会
場
11
同
園
▽
問

合
せ
先
11
同
園
父
母
の
会

（
島
田

6
8
7
.
2
2
8
8
)
 

■日
野
子
ど
も
劇
場
鑑
賞
会
＆
東

京
子
ど
も
音
楽
フ
H

ス
テ
ィ
バ
ル

▽
日
時
11
7
月
6
日
午
後
1
時
30

分
か
ら
▽
会
場
11市
民
会
館
大
ホ

ー
ル
▽
内
容
11
わ
ら
び
座
に
よ
る

お
祭
り
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「ヤ
ン
タ

森
へ
行
く
」
※

4
歳
以
上
の
会
員

制
の
会
。
費
用
は
問
い
合
わ
せ
を

▽
問
合
せ
先
11
同
劇
場

(6
9
1
.

5
1
3
6
)
 

■現
代
詩
に
つ
い
て
話
す
会

▽
日
時
1
1
7
月
6
日
午
後
1
時
30

分
S
4
時
30
分
▽
会
場
11
百
草
図

書
館
▽
内
容
11今
辻
和
典
氏
（
日

本
現
代
詩
人
会
）
の
講
話
「
中
国

の
現
代
詩
を
め
ぐ
っ

て
」
と
最
近

の
詩
誌
詩
集
の
作
品
批
評
▽
費

用
11
500
円
▽
問
合
せ
先
11
多
摩
詩

話
会

（唐
川
6
92
.
5
5
6
7
)

念
親
子
で
楽
し
く
七
夕
か
ざ
り
を

作
ろ
う

▽
日
程
11
7
月
7
日
▽
時
間

・
会

場

・
問
合
せ
先
11①
午
前
9
時
30

分
S
1
0
時
50
分
…
市
立
た
ま
だ
い

ら
堡
自
園

(6
81
.
0
0
0
4
)

／
②
午
前
10
時
S
11
時

：
市
立
ひ

ら
や
ま
保
育
園

(6

81
.9
2
2

5
)
 ■知

的
ハ
ン
デ
ィ
を
持
つ
子
供
の

将
来
を
見
通
し
た
子
育
て
講
演
会

▽
日
時
1
1
7
月

7
日
午
前
10
時

S
正
午
▽
会
場
11
パ
ル
テ
ノ
ン
多

摩
▽
講
師
11虞
保
虞
人
氏
（
東
京

都
知
的
障
害
者
育
成
会
事
務
局
長
）

▽
問
合
せ
先
11
青
い
鳥
作
業
所

（
江
島
6
84
.
1
8
3
7
)

■浴
衣
着
付
け
無
料
教
室

▽
日
時
1
1
7
月
7
日

・
9
日
午
後

7
時
か
ら
▽
会
場
11
ひ
の
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
▽
講
師
11
田
口
明
美

氏

（田
口
明
芙
き
も
の
学
院
長
）

▽
持
ち
物
11
浴
衣
ほ
か
▽
主
催
II

多
摩
平
夏
の
ま
つ
り
実
行
委
員
会

▽
申
込
み
先
11ひ
の
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー

（6
82
.
3
1
3
6
)

●
講
演
会
「
型
紙
の
な
い
子
育
て

S
そ
し
て
考
え
る
思
春
期
へ
」

▽
日
時
11
7
月

8
日
午
前

10
時

S
11
時
45
分
▽
会
場
11府
中
グ
リ

ー
ン
プ
ラ
ザ
け
や
き
ホ
ー
ル
▽
講

師
11
田
中
周
子
氏

（
日
本
お
も
ち

ゃ
会
議
事
務
周
長
）

▽
費
用
11500

円
※
保
育
あ
り
▽
申
込
み
先
11多

摩
友
の
会
（
立
川
6
9
3
.
6
9
7

8
)
 

●
「
ば
ら
の
会
」
油
彩
水
彩
作
品
展

▽
日
時
1
1
7
月
8
日
S
1
3
日
午
前

11
時

S
午
後
5
時
30
分
（
認
日
は

午
後
5
時
ま
で
）
▽
会
場
11
と
よ

だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
問
合
せ
先

11内
藤

(6
84
.
1
3
5
5
)

●
日
野
台
幼
稚
園プ

レ
イ
・
ル
ー
ム

▽
日
時
1
1
7
月
9
日、

9
月
10
日、

11
月
5
日
、
12
月
3
日
、
2
月
4

日
午
後
1
時
S
2
時
▽
内
容
11
末

就
園
児
と
母
親
の
た
め
の
楽
し
い

遊
び
▽
会
場

・
間
合
せ
先
11
同
園

(6
81
.
2
6
1
5
)
 

●
菊
作
り
「
福
助
」
無
料
講
習
会

▽
日
時
1
1
7
月
12
日
午
後

1
時

S
3
時
▽
会
場
11
金
子
橋
地
区
セ

ン
タ
ー
※
福
助
用
さ
し
芽
を
進
呈

▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
菊
友
会

（
大
貫
6
8
1
.
5
9
4
2
)

●
生
涯
青
春
の
生
き
方
を
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
日
進
会
講
演
会

▽
日
時
1
1
7
月
12
日
午
後
1
時
30

分
S
4
時
30
分
▽
会
場
11生
活

・

保
健
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
11
講
演
と

担
導
「
健
康
療
法

・
気
功
の
す
す

め
」
▽
講
師
11井
上
緋
紗
子
氏
（
気

功
指
導
者
）
▽
費
用
11500
円
▽
問

合
せ
先
11山
本

(6
83
.
2
1
3

？） ■
多
摩
フ
ル
ー
ト
・
コ
ン
ソ
—
卜

▽
日
時
11
7
月
12
日
午
後
2
時
か

ら
▽
会
場
11
生
活

・
保
健
セ
ン
タ

ー
▽
内
容
11
カ
ノ
ン
、
童
謡
メ
ド

レ
ー
ほ
か

▽
問
合
せ
先
11
広
瀬

(t
31
.
5
5
4
0
)
 

9団
空
飛
ぷ
ひ
つ
じ
公
演

▽
日
時
11
7
月
13
日
午
後
1
時
30

分
か
ら
▽
会
場
11
七
生
公
会
堂
▽

内
容
11
「セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」

「
不
機
嫌
な
お
姫
様
」

▽
費
用
11

前
売
り
千
300
円

(
3
枚
以
上
は
千

円
）
、
当
日
千
500
円
▽
問
合
せ
先
II

柳
原

(6
83
.
0
1
6
4
)

■日
野
ス
コ
レ
ー
学
園
公
開
講
座

▽
日
時
1
1
7
月
18
日
午
後
6
時
30

分
S

9
時
20
分
▽
会
場
11
生
活

・

保
健
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
11
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
支
援
の
基
本
的
考
え

方
▽
講
師
11
田
中
祥
子
氏
（
津
田

塾
大
学
教
授
）
▽
費
用
11500
円
▽

問
合
せ
先
11
同
学
園
（
宮
入

6

83
.
7
2
9
1
)
 

■パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
総

会
・
軽
体
操
指
導

▽
日
時
11
7
月
19
日
午
後
1
時
30

分
S
4
時
▽
会
場
11中
央
福
祉
セ

ン
タ
ー
※
ど
な
た
で
も
▽
問
合
せ

先
11藤
井

(6
92
.
7
0
2
3
)

■都
立
科
学
技
術
大
学
公
開
講
座

▽
日
時
1
1
7
月
19
日

・
26
日、

8

月
23
日

・
30
日
午
後
2
時
S

6
時

▽
会
場
11都
立
科
学
技
術
大
学
▽

内
容
11
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

の
基
礎
と
実
験
(
4
コ
ー
ス
あ
り
）

▽
定
員
11各
コ
ー
ス
20
人
▽
費
用

1
1
2
万
7
千
円
▽
申
込
み
11
7
月

8
日
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
で
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電

話
番
号
（
自
宅
及
び
勤
務
先
）
、
職

業

講

座

名

を
記
入
し、

都
立
科

学
技
術
大
学
公
開
講
座
担
当
（
〒

191
旭
が
丘

6
の
6
6
83
.
5
1
1

1
内
線
2
1
1
5
)

へ

.y 

■心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
装
着
者

の
た
め
の
医
師
に
よ
る
講
演
会

▽
日
時
1
1
7
月
27
日
午
後

1
時

S
4
時
30
分
▽
会
場
11
八
王
子
学

園
都
市
セ
ン
タ
ー
▽
費
用
11千
円

▽
問
合
せ
先
11高
橋

(6
0
4
2

6
.
26
.
1
1
5
7
夜
間
）

■日
野
自
動
車

夏
休
み
小
学
生
キ
ャ
ン
プ

▽
日
程
11
8
月
22
日
S
2
3
日
※
1

泊
2
日
▽
場
所
11
日
野
自
動
車
茨

城
テ
ス
ト
コ
ー
ス

（
茨
城
県
）

▽

内
容
11
見
学
、
バ
ス
試
乗
ほ
か
▽

対
象
11市
内
在
住
の
小
学
3
S
6

年
生
30
人
▽
費
用
1
1
3
千
円
▽
申

込
み
11
7
月
15
日
（
必
着
）

ま
で

に
ハ
ガ
キ
で
。
保
護
者
の
氏
名

・

住
所

・
電
話
番
号
、

参
加
者
の
氏

名
（
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
3
人
ま

で
）
・
学
校
名

・
学
年
を
記
入
し
、

日
野
自
動
車
工
業
闊
夏
休
み
小
学

生
キ
ャ
ン
プ
係
(
〒
191
日
野
台
3

の
1
の
1
6
86
.
5
7
5
9
)

へ

象
スポーツ

＊
体
育
施
設
8
月
利
用
分
抽
選
会

▽
日
程
1
1
7
月
1
日
▽
区
分

・
会

場

・
集
合
時
間
11
テ
ニ
ス
個
人
…

市
役
所
1
階
101
会
議
室
に
午
後
7

時
／
テ
ニ
ス
団
体
…
多
摩
平
支
所

西
側
受
付
に
午
前
9
時
／
野
球
団

体
…
市
役
所
2
階
東
側
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
前
に
午
後
7
時
▼
抽
選
除
外

日
▽
多
摩
平
第
一
公
園
野
球
場

・

旭
が
丘
中
央
公
園
野
球
場
1
1
8
月

3
日
※
地
域
開
放
日
▽
問
合
せ
先

11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
6
内
線
541

■ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
級
者
講
習
会

▽
日
時

11
7
月

10
日
午
前

9
時

S
午
後
5
時
▽
会
場
11旭
が
丘
中

央
公
園
プ
ニ
ス
コ
ー
ト
▽
費
用
11

300
円（
コ
ー
ト
代
、
保
険
料
）

▽
申

込
み
11当
日
会
場
で
▽
問
合
せ
先

11花
岡

(6
84
.
l
l
2
6
夜
間
）

■ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
学
生
練
習
会

▽
日
時

ll7
月

20
日
午
後
1
時

S
5
時
▽
会
場
11
三
沢
中
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
▽
申
込
み
11
当
日
会
場
で

▽
問
合
せ
先
11島
崎

(6
81
.
4

8
8
0
夜
間
）

圏
I

点
ま

■パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
コ
ス
モ
ス

▽
月
2
回
金
曜
日
午
前
10
時
S
3

時
に
勤
労
•

青
年
会
館な
ど
で
▽

対
象
11初
心
者
▽
費
用
11月
2
千

円
▽
問
合
せ
先
11
田
中

(6
84
.

8
7
8
6
)
 

■社
交
ダ
ン
ス
「
双
葉
の
会
」

▽
毎
週
土
曜
ま
た
は
水
曜
日
午
後

6
時
30
分
S

9
時
に
中
央
公
民
館

な
ど
で
▽
対
象
11初
心
者
で

60
歳

前
後
の
男
女
▽
費
用
11
入
会
金
2

千
円
、
月
3
千
円
※
プ
ロ
が
指
導

▽
問
合
せ
先
11村
田

(6
81
.
5

8
7
3
午
後
6
時
S
9
時）

■ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

▽
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
S
11
時

30
分
に
南
平
体
育
館
な
ど
で
▽
対

象
1118
歳
以
上
の
女
性
▽
費
用
11

入
会
金
千
円
、
月
2
千
500
円
▽
問

合
せ
先
11
土
方

(6
94
.
0
8
3

3
)
 

疇
身
近
な
法
律
を
学
ぶ
会
「
あ
け

ぽ
の
」

▽
毎
月
第2
•

第
4
水
曜
日
午
前

10
時

S
正
午
に
高
幡
図
書
館
な
ど

で
▽
内
容
11
専
門
家
を
講
師
に
社

会
的
事
件
の
意
見
交
換
な
ど
▽
費

用
11
6
カ
月
6
千
円
▽
問
合
せ
先

11城

(6
92
.
9
7
8
8
)

■社
交
ダ
ン
ス
「
ひ
ま
わ
り
」

▽
毎
週
金
曜
日
午
後

1
時
S

3

時
、
日
曜
日
午
前
10
時

S
正
午
に

湯
沢
禅
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
▽
費

用
11
入
会
金
千
円
、
月
3
千
500
円

※
プ
ロ
が
詣
導
▽
問
合
せ
先
11中

島

(6
84
.
0
3
0
1
)

■社
交
ダ
ン
ス
「
ペ
ン
ギ
ン
ク
ラ

プ」▽
毎
週
金
曜
日
午
後

7
時

30
分

S

9
時
15
分
に
東
部
会
館
な
ど
で

▽
対
象
11
ペ
ア
の
方
▽
費
用
11
入

会
金
2
千
円
、
月
3
千
円
※
プ
ロ

が
担
導
、
見
学
歓
迎
▽
問
合
せ
先

11宮
澤

(6
9
1
.
7
6
4
5
)

■こ
ま
ろ
べ
軽
体
操
サ
ー
ク
ル

▽
毎
週
火
曜
日
午
後
2
時
S
4
時

に
東
部
会
館
な
ど
で
▽
費
用
11
入

会
金
2
千
円
、
月
4
千
円
※
見
学

自
由

▽
問
合
せ
先
11
松
苗

(6

•
4970) 
2
 ，
 

■水
彩
画
「
み
ず
え
会
」

▽
毎
月
第2
•

第
4

水
曜
日
午
前

10
時

S
正
午
に
中
央
公
民
館
な
ど

で
▽
費
用
1
1
3
カ
月
5
千
円
▽
問

合
せ
先
11
小
出

(6
81
.
3
4
6

2
午
後
7
時
以
降
）

■け
ん
こ
う
体
操

▽
ヨ
ガ
を
ベ

ー
ス
に
し
た
体
操
を

中
心
に
▽
毎
週
火
曜
日
午
後
7
時

15
分
S
8
時
45
分
に
新
坂
下
住
宅

集
会
所
な
ど
で
▽
費
用
11
入
会
金

3
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）
、
月

3
千
円
▽
問
合
せ
先
11柳
原

(6

83
.
0
1
6
4
夜
間
）

■母
と
子
が
楽
し
む
育
児
サ
ー
ク

ル
「
ピ
ヨ
ピ
ヨ
ザ
ウ
ル
ス
」

▽
毎
週
金
曜
日
午
前
11
時
か
ら
都

営
落
川
住
宅
集
会
所
な
ど
で
▽
内

容
11
公
園
遊
び
、
リ
ズ
ム

・
手
遊

び
ほ
か
▽
費
用
11
月
300
円
▽
問
合

せ
先
11稲
田

(6
94
.3
6
7
0
)

■ミ
ニ
テ
ニ
ス
「
日
野
ク
ラ
プ
」

▽
毎
週
土
曜
日
午
後
6
時
30
分
か

ら
二
小
、
日
曜
日
午
前
10
時
か
ら

六
小
な
ど
で
▽
費
用
11年
千
円
※

中
高
年
の
方
歓
迎
▽
問
合
せ
先
II

早
瀬

(6
82
.
3
2
4
7
)

■大
正
琴
「
花
み
ず
き
会
」

▽
毎
週
木
曜
日
午
後
1
時
S
5
時

に
勤
労
•

青
年
会
館な
ど
で
▽
費

用
11
月
3
千
円
※
見
学
歓
迎
▽
問

合
せ
先
11水
野

(6
86
.
9
6
0

3
)
 

に
ん
じ
ん

●
万
葉
の
和
歌
を
学
ぶ
仁
人
会

▽
毎
月
第

2
月
曜
日
午
後

1
時

S
4
時
に
平
山
周
辺
で
※
学
習
会

後
茶
和
会
あ
り
▽
費
用
11
月
2
千

円
▽
問
合
せ
先

11
長
谷
川

(6

92
.
5
2
9
5
)
 


